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序

今日、我々の生活には周辺の多くのものと関わリを持って成り

立っています。各々の個体としての存在には時間的な物差しの違

いがありますが、形や質を変化させる経緯は我々の歴史の中に残

されています。一瞬の内にその存在を終えてしまうものであって

も、それは連綿と続く軸の中の一部でありましょう 。

我々が携わる埋蔵文化財には、人々が刻一刻と変化する環境の

中で対応してきた痕跡が残されています。それらは慎重に扱えば

扱うほどより多くの情報をもたらしてくれます。“何故、ここに

こうして存在するのか"“ここから何処へ行くのか"必然、性の上

に成り立つことを解き明かしてくれると考えます。

本報告書で提供できる情報は極く限られたものです。有志の

方々の一助となれば幸いです。最後に、調査に際してご協力を頂

いた南国市在住の方々・ (槻スズエ製作所・南国市教育委員会に厚

く御礼申し上げます。

1994年3月

財団法人高知県文化財団

埋蔵文化財センタ一所長 小 橋 一 民





例言

1 .本書は、制スズエ製作所関連会社土佐精機新工場建設に伴う「金地遺跡」の発掘調査報

告書である。調査は1992年と 1993年に実施されており、 1990年刊行の調査報告書 r金地遺

跡E に続くものとして r金地遺跡 IIJ との書名を冠する。

2.金地遺跡は、高知県南国市金地北能西824-1に所在し、 1990年度に(鮒スズエ製作所現工場

建設に際して発纏調査が実施されている。

3.調査面積は、 1，583ばである。(内訳は92年度にl，088m'、93年度495m'で、ある。)

調査期間は、本調査が1992年 6月22日から同年 8月15日までと 1993年 5月12日から 6月11

日までである。尚、南国市による試掘調査は1992年 5月12日から同年 5月18日まで行われ

ている。

4.発掘調査は、防)高知県文化財団埋蔵文化財センターが(附スズエ製作所の委託を受けて実

施した。発細業務は、森田尚宏(埋蔵文化財センター調査第二係長)の指導のもとに藤方正

治(同調査員)が担当し、事務は三浦康寛(同主幹)が行った。

5.本舎の執筆・編集は藤方正治が行った。

又、調査時に以下の諸氏の協力を得た、紙面を借りて厚くお礼を述べたい。

出原恵三(埋蔵文化財センター主任調査員)、吉成承三(同調査員)

近森泰子(向調査員)、山崎正明(同調査員)

6.現場作業では以下の諸氏の協力を得た。

小松木義、小松浜子、島井博志、鳥井澄子、島井周子、永田美津子、吉川 勉、吉川 競

井上速男、井上郁雄、小松栄一、小松好、森本幸栄、百田 進、石川康人

紙面を借りて厚くお礼申し上げる。

整理作業では以下の諸氏の協力を得た。

松木富子、小松経子、中西純子、宮本幸子、川井由香、内村富紀、山中美代子、山本裕美

子、矢野雅、竹村延子

紙面を借りて厚くお礼申し上げる。

7.出土遺物及び調査資料は高知県立埋蔵文化財センターに於て保管している。尚、遺物につ

いての注記は、 1992年度調査に於ける出土遺物に92-14NKを用い、 1993年度調査に於ける



出土遺物には93-5NKを用いた。

8.遺構の名称については、 1992年度と 1993年度の調査を同ーの調査区と考えて通し番号を用

いる。

報告書要約

1 .遺跡名金地遺跡遺跡番号 040169

2.所 在 地 南 国市金地北龍酋824-1

3.立 地更新 世 形 成の隆起扇状地端部の段丘崖下。

4.種 類集落 (弥生時代後期末~古墳時代初頭、鎌倉時代)

5.調査主体側)高知県文化財団埋政文化財セ ンタ ー

6.調査契機 土佐精機工場新設に伴う

7.調査期間 平成 4年 6月22日-8月15日・平成 5年 5月12日一6月11日

8.調査面積 1，573m2 

9.検出JI矯竪穴住居4練、掘立柱建物 3棟、 土坑5基、 i蒋5条

10. 出土遺物 弥生後期末一古墳時代初頭の費、蛮、鉢、石組品、鉄製品、土師器、瓦質土器

11.内容要約 長岡台地上やその周辺に分布する弥生後期末から古墳時代初頭にかけての集落

遺跡の一つである。母村的な規模は持たないが、4棟検出された竪穴住居から

の出土遺物は弥生後期末の土器群が主で、遺物の残存状況は良好であった。
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I 環境

1 .地理的環境

現在の香長平野周辺には段正状または台地状を呈して、更新世後期に形成されたと考えられ

る地形の名残りが見られる。これらは旧物部川によ って上流域からもたらされた河成堆積物に

よって形成されている。ヴイ ルム氷期に於ける海水面の低下は旧河道である平坦面を一部に残

しながら下刻を進行させて行った。ヴイルム氷期の最盛期は約 2万年前であり、約 1万2000年

前からは温暖化に転ずる。後氷期に於ける海水面の上昇により海岸線の進行が始まり、溺れ谷

などの地形が形成される。後氷期の温暖化は一様でなく、それに従い海岸線も進退を繰り返し

ながら進行を進めたものと考えられる。場所によっては海側の地形や沿岸部分の海流、海水に

よる侵食作用の影響を受け平野部の形成はやや遅れる。平野音1)の形成は外海からある程度遮断

された内海的な地形の部分で発達する。運搬能力のある河JIIは直接外海に注ぎ込む場合を除き、

内海的な部分では堆積作用を卓越させる。沿岸近くの海流によって開口部が絶えず遮られるも

のの、これによって発達した浜堤や砂瞬によ って内陸側には潟湖が形成される。

長岡台地は山田面と呼ばれる土佐山田町街域の平坦部から南西に向かつて緩やかな傾斜を保

ち、南国市問豊町小能附近で沖積地下に沈み込む。台地北側は国分川水系による明瞭な段丘崖

が形成されており、南側では物部川河道による段丘崖が形成されている。台地の南側には物部

川により扇状地地形が形成されている。この扇状地は傾斜が緩やかで土佐山田町小田島を扇頂

部として扇端部は南国市里改回附近に至る円弧状に形成されている。香長平野の大部分を占め

る物部川河成堆積物による平野部は上述の様に外海の影響の比較的少ない部分を中心に沖積地

の形成が進行していったものと考えられる。

土佐湾に注ぎ込んだ河川運搬物は沿岸流の影苧~!を受け、 rll'積地の発達を阻まれる 。 物部JII は

河口附近でこの流れにより形成された西から延びる浜堤によって前面を遮られ、河口は東偏す

る。やがて浜堤の北側には潟湖が広がり、気水域では内水面的環境が形成されたものと考え ら

れる。

金地遺跡の主体は長|湖台地の南に拡がる完新世形成の扇状地に位置し、 今回の調査区も段E

崖下の北東部から;w，'状に続く平坦面上である。台地の形成時期に比べて新しい部分であるが、

調査区内では台地上部に恒常的に見られる表土(黒ボク)と遺構検出面下には扇状地形成時の

砂磯層を確認することができる。段丘崖下は夏期襲来する台風によ る南東方向の暴風を除けば、

冬期北西方向の季節風を遮る、 居住環境であったと考えられる。

参考文献

「南国市史.11979年 南国市史編纂委員会
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句 l 周辺の主な遁跡

自 2 ・・



周辺の主な遺跡

No 遺跡名 時代 No 泣跡名 時代

l 土佐国府跡 弥生一中世 39北野寄遺跡 弥生一平安

2 後藤丸遺跡 弥生一近世 40若宮ノ東遺跡 弥生一中LU:

3 士鳥田遺跡 弥生~近世 41 北泉遺跡 弥生一平安

4 測ノ上遺跡 弥生~平安 42大篠遺跡 弥生

5 三畠遺跡 弥生一平安 43東崎遺跡 弥生一中世

6 水通遺跡 弥生一平安 44若宮遺跡 弥生一平安

7 三添遺跡 弥生一近世 45石神遺跡 弥生一平安

8 野村丸遺跡 弥生~平安 46ムカロ内遺跡 弥生一中世

9 東山田遺跡 弥生・古墳 47検務遺跡 除生一平安

10商ヶ内遺跡 弥生・古墳 時ヌメル遺跡 弥生一平安

11堂屋敷遺跡 弥生・平安一中世 49一表中内遺跡 弥生一平安

12西村遺跡 弥生一平安 50平杭遺跡 弥生・古墳

13西久保遺跡 弥生~平安 51寺ノ前遺跡 弥生一中世

14吉田土居遺跡 弥生~近世 52北角田遺跡 弥生一平安

15植カドタ遺跡 弥生・古墳 53尚添遺跡 弥生一平安

16西クレドリ遺跡 弥生一近世 54修理田遺跡 弥生一平安

17田所神社遺跡 弥生一中世 55 i別ヶ上遺跡 弥生一平安

18 ひびのき大河内遺跡 弥生一近世 56乱戸遺跡 弥生一平安

19ひびのき遺跡 弥生・古墳 57 I刻町田遺跡 弥生

20ひびのき岡の神母遺跡 弥生一中世 58鹿枝遺跡 弥生一平安

21 ひびのきサウジ遺跡 弥生一近世 59岡の上組遺跡 弥生~中世

22大塚遺跡 弥生一近世 60西ノ芝遺跡 弥生~中世

23楠目遺跡 抗生~近世 61 中組遺跡 弥生一中世

24稲荷前遺跡 弥生一近世 62里改回遺跡 弥生一中世

25 メウカイ遺跡 弥生一中世 63大北遺跡 弥生~平安

26伏原遺跡 弥生一平安 64田村遺跡群 縄文~近世

27山田三ツ又東遺跡 弥生~近世 65中屋敷遺跡 弥生

28山田三ツ又遺跡 縄文一近世 66 i新聞北遺跡 弥生一中世

29黒土遺跡 弥生 67深iJllI遺跡 縄文一近世

30クロアイ遺跡 弥生一中世 68西上野遺跡 弥生

31 神通寺遺跡 弥生一平安 69西野遺跡群 弥生・古噴・平安

32宮後遺跡 弥生~平安 70下ノ坪遺跡 弥生一中世

33古町北遺跡 弥生・古墳 71北地遺跡 弥生

34古町西遺跡 弥生~平安 72野口遺跡 弥生一中世

35原遺跡 弥生~近世 73浜口遺跡 弥生・古墳

36原南遺跡 弥生一近世 74比江廃寺跡 弥生・白鳳・ 奈良

37高柳遺跡 弥生一中世 75久次遺跡 弥生一中世

38小能遺跡 弥生~近世 金地遺跡 弥生・平安・中世
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2.歴史的環境

1 )弥生時代、金地遺跡の南約 4kmには弥生時代を通じての母村的集落である田村遺跡群が

存在している。前期初頭の竪穴住居、掘立柱建物、土坑、土績などや前期中葉の水田社、環濠

などが検出されている。この遺跡、は弥生中期に絞盛期を迎え、中期末を中心に竪穴住居、倒立

柱建物、土坑、滑などが検出されている。田村遺跡群は先述のとおり物部川形成の扇状地末端

に存在しており、新たに形成された土地に対する改変と前面に広がる潟湖を背崇として集落経

営を行っていたものと考えられる。

金地遺跡の南西 2kmには東崎遺跡群が存在する。竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、土機が

確認されてお り、周辺に関連する遺跡を含めてここは弥生後期後半から古墳時代初頭にかけて

の母村的集落であると考えられる。この東崎遺跡、に代表される様に弥生後期後半以降長問台地

周辺では遺跡数の増加が認められ、その反面これまでの拠点集落であった田村遺跡群ではこの

時期の遺備が見受けられなくなる。

同時期の母村的性格を持つ遺跡、としてはひびのき遺跡群が金地遺跡の北東約 3kmに存在す

る。ここは弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけて高知県中央部に見られるヒピノキ式土器

の出土する標識遺跡である。竪穴住居跡機、土坑基が検出されており、周辺の関連する遺跡群

(繍目遺跡、楠日中学校校庭遺跡、ひびのきサウジ遺跡、等)や現扇状地上に立地する原遺跡、

原南遺跡を含めこの時期を中心とした遺跡の広がりがみとめられる。

金地遺跡の北西約 2kmには中期末から後期に掛けての集落遺跡である三畠遺跡が存在 してい

る。この遺跡は長岡台地の北側国分川形成の沖積地上に立地しており、対岸の比江廃寺塔跡か

ら出土した弥生遺物とは時期的に共通する。

また、金地遺跡からの北約 4km の国分}II上流、新改川形成の扇状地上には久次遺跡が存在し

ている。周辺地域では古墳時代後期には古墳群が形成されており、弥生後期から古墳時代の住

居跡か有司査によって確認されている。

このように長岡台地縁辺部に立地する弥生後期を中心とした遺跡は最近の調査から明らかに

されつつあるが、台地上の人為的な改変が何時頃始ま ったのか、明維な資料は示されていない。

2 )古代、 遺跡域は香美郡下石村郷に属し、周辺には条里遺構が残されている。中世に掛け

ての遺跡としては長岡台地を挟んで-北側の国街推定域が存在し、国分寺遺跡、比江廃寺塔跡等

で調査がすすめられており、政庁本体は検出されていないものの国府域を構成した と考えられ

る掘立柱建物跡等が検出されている。また、南部に存在する田村遺跡群では田村庄に関わる掘

立柱建物跡が検出 されおり、土佐守護代の細川氏の居城である田村城館も存在する。

4 -



E 調査に至る経過

1. 1992年度調査に至る経緯

金地遺跡は行政区としては南国市に含まれ、市域の東部に位置している。遺跡、域は既に弥生

時代から中世に亘る遺物包蔵地であり、 1990年 3月5日から 3月31日まで今回の調査区に隣接

する場所で南田市教育委員会の主体による発掘調査が行われている。この調査では弥生時代後

期の竪穴住居跡2棟、土坑4基、構 2条、その他柱穴群が確認されている。今回の調査でも同

様な成果が期待できることから、 1992年 5月12日から同月 18日まで南国市教育委員会による調

査区内の試掘調査が行われた。この調査は効率の良い発掘調査をおこなうために調査区内にお

ける土浪堆積状況と遺構の分布状況を確認することを目的としたものであ り、幅 2mの東西ト

レンチ 3本と南北トレンチ 3本を設定して行われた。この結果、調査区の東部及び南部を中心

に弥生時代後期の遺物包含層が確認され、中央部分で竪穴住居跡 l棟が検出された。

以上の経緯に基づき(械スズエ製作所は、関連会社である(有)土佐精機新工場建設に伴い発掘

調査を側)高知県文化財団埋蔵文化財センターに業務委託して行うことに成った。

2. 1993年度調査に至る経緯

本発掘調査は前年度調査区と 1990年実施の調査区に挟まれた部分であり、上記新工場建設に

於ける設計変更に伴い急逮実施されることとなった。前回及び前々回の調査と同様な成果が期

待できることから、側スズエ製作所は建設を担当する小松建設を含めた協議の結果、前回同様

発掘調査を例)高知県文化財団埋蔵文化財センターに業務委託して行うこ とに成った。

N 

ススエ製作所

川入 舟

。

fig. 2 調査区位置図
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皿 調査経過と方法

1. 1992年度の調査

本調査は1992年 6月22日から同年 8月15日迄行われた。調査区域が狭いために、一カ月前に

行われた南国市教育委員会による試掘調査の結果を元に、調査区域の北西部でただ lつ検出さ

れた溝状遺橋を他の部分に先行して調査し、この部分の下層を確認した後、排土置き場として

利用して行くことで調査を進めていった。調査区には南部を中心として旧耕作土上に砕石によ

る盛り土が存在しており、これを重機によって除去し、旧耕作土、黒褐色土無遺物屑と下層へ

向けて順次掘削を行った。各時代の遺構は鬼界カルデラl噴出の火山灰を含む腐植土である黒色

土に掘り込まれており、遺構検出は本来黒色土層中で可能である。但し、遺構埋土と検出面で

ある黒色土は非常に近似しており、調査時には止むを得ず‘耕作土下約50crnの茶褐色土層の上面

で行った。遺梅内出土と考えられる遺物が検出面より上位に存在する箇所がみられることから、

検出方法に於ける今後の課題としておきたい。

茶褐色土上面で行った遺構検出作業の結果先述の溝状遺構の他に、調査区の北部に 1間X2

聞の掘立柱建物跡 (SB1)、中央部で一辺が4.5mの竪穴住居跡 (STl)、南東部で柱穴、土坑群

を検出した。調査区中央南には幅 3m、長さ 4m程度の平面規模を持った撹乱土坑が存在して

いたが、この下層には一辺5.5mの規模を持つ弥生後期の竪穴住居跡 (ST2) が比較的良好に

検出された。

調査時期は丁度梅雨期と重なったために、雨上がりには遺構内に雨水と共に黒色土粒子が遺

構内に流れ込み埋積したり、雨水により冠水することがしばしば見られた。

2. 1993年調査

先述したように調査区は1990年調査区と 1992年調査区によって挟まれた部分であり、東西は

幅は10m、南北30mの細長い地域である。前年の調査区同様表土下60crnに存在する茶褐色土上

面を遺構検出面として調査を進めた。調査区の北部には部分的ではあるが竪穴住居跡1棟

(ST4) が存在し、中央部では一辺 5mの隅丸長方形を呈する竪穴住居跡l棟 (ST3) が検出さ

れた。

調査区の北部には重機によると考えられる撹乱が数カ所存在しており、そのうち規模の大き

なものは長さ 6m、幅 5mを測るものが存在していた。

3. グリッド

調査区内に於けるグリッドは、 4mX4mをl単位として1990年の調盗グリッドに基き設定

した。グリッド杭の名称、は新たにi調査区の北東部分に起点を置きここをA-Oと定め、西方向

へアルファベット順、南方向へ数字を用いた。
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N 調査の成果

1.基本層準 (fig.4 ) 

1992年の調査に先立って行われた南国市教育委員会による試掘調査に於て調査区域の堆積状

況が明らかである。掲載の土層断面図は調査区の東部に設定された南北方向のトレンチ東壁セ

クション図と調査区の北部に設定された東西方向のトレンチ北壁セクション図である。

I層:表土及び盛土

調査区の東側を中心にして旧耕作土が存在する。また、調査区の南側及び東側には砕石によ

る盛土部分が存在している。

E層:暗灰褐色粘質土層

色調は暗灰褐色又は暗灰色で、あり、黒ボクが多く混入する。 SD1などの調査区で検出された

比較的新しい遺構埋土と共通すると考えられる。

田j冨:黒色粘質土層

調査時には黒色土で使用する。一般に黒ボクとして使用する場合が多い。弥生後期の住居社

埋土はこの土と考えられるが、遺構内出土遺物が本層に及ぶものが存在することから、幾つか

の生活面が本層内に存在する可能性がある。調査区の北東部分では皿層の堆積が厚く、中位に

はアカホヤの二次堆積も見られる。

困層下には遺構検出面と成った茶褐色粘質土(N層)が存在し、更にこの下層には黄褐色砂磯

層(V層)が見られる。W層はV層の上位に恒常的に見られるが、部分的に厚く堆積している。

各遺構はW層の薄い箇所に多く存在する傾向が認められる。

2.遺構と遺物

(1) 竪穴住居

STl (fig. 5) 

調査区中央部に位置する。先述したように検出面は河成の堆積層である黄褐色砂磯層の直上

に存在する茶褐色土層である。本来はその上部に存在する黒色土層の中位から遺構は掘り込ま

れたものと考えられるが、遺構埋土も同様な黒色土であり識別がし難く下層で行わざるを得な

かった。但し、遺構に伴うと考えられる遺物の出土は検出面より高く、 STlは黒色土層の中位

から掘込まれた可能性が強い。遺構埋土は黒色士であり、遺構中央部を中心に20cm-30cm大の

砂岩円礁と弥生後期土器破片を多量に出土した。平面形態は隅円方形を呈し、南側がやや膨ら

む。主軸方向は南北方向であり、 N-lS
0

- Wである。規模は南北 4m45cm、東西 4m24cmを測る。

南側を除く各辺に幅70cm-1 m lOcmの高床部が存在している。検出面からの深さは中央床面で

22cm -30cmであり、高床部では 8cm -14cmを測る。高床部は西側の一部で地山削り出し

- 9一
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により形成され、他の部分では盛土により形成されている。この形成土は明茶褐色粗砂と砂岩

小礁を含む茶色土である。ST1の上屋構造に伴っと考えられる柱穴は住居内に 7個存在してい

る。高床部と中央床面の境に存在する 4個の柱穴は直径又は長径が20cm-39cmの規模を持つ円

形乃至は箱円形を呈し、中央床面からの深さは11cm-29cmを測る。高床部で存在したものは 3

個であり、北西部分にも存在した可能性がある。直径20cm-26cmの規模を持った円形を呈し、

住居内では炉跡床面から 5cm-9cmの深さをislJり、浅い皿状を成す。(STl柱穴計il!lJ表参照)

や墜溝は検出されなかった。また、遺構外にST1に伴う遺構の存在は確認でき ない。

口縁部形態から器稜を明確にし得るもSTlからの出土遺物は破片を含めて1.208点であり、

この中には1 -10は鉢である。のは84点である。出土遺物で岡示可能なものは 1-27である。

小容量のものがあり、体制;が内r与する碗形を呈するもの(1 -5)、体部がやや内湾するもの(9 

6は体部が内iぢする もので大容量

ののものである。 11は手担ね成形による。 12は小形の鉢底部と考えられ、突出した平坦面を持

-11一

.10)、体部が直線的に立ち上がるもの(7. 9 )が見られる。
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26 

0 
ヒコニエニ=工ニ

fig. 7 STl 出土遺物実測図(その 2) 

つo 13は小型の壷口縁部か。14は賓成形段階の途中で口縁部を施したものか。15-21は賓であ

る。この内18-21は斐の底部であり、狭い平底を成す。 22-25は壷又はき患の底部と考えられる。

26は支脚である。欠損部分が多いが口縁部は傾斜を持ち支部と成るものか。 27は畝石か擦り石

と考えられる。部分的にベンガラと考えられる朱が付着する。遺物の出土状況は 1，4，12，24 

は床面直上から、 6， 7 ， 9 ，10はベッド上から、 20は壁際から出土している。
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fig. 8 ST2 平面図・セクション図

ST2 (fig. 8) 

調査区の中央部西寄りに存在する。検出時点では遺構の中央部に撹乱坑が存在し、辛うじて

壁際部分が残された状態であった。平面形態は隅円方形を呈する。この撹乱は幸い住居祉の床

面までは至らず酋壁の一部を破壊していたに過ぎない。規模は東西 5m80cm、南北 5m70cmを

測る。住居の北西側隅角音1Iに幅 1m lOcm - 1 m70cm、長さ 1mの張り出し部分が存在し、南東

側には幅96cm、長さ64cmの規棋を持つ掘り込みが存在する。何れも新旧関係を認められないこ

とから前者は出入口、後者は貯蔵坑的なもので住居に伴うものと考えられる。北東1IIIJから南側

に掛けて地山削り出しによる三日月状の段部が存在している。|西側を除く床面上には壁際から

幅80cmから 1mで盛土による高床部分が存在するが、構成土府の固結は弱い。検出面からの深

14 
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fig. 9 ST2 出土遺物実測図(その 1) 
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fig.10 ST2 出土遺物実測図(その 2) 
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fig.ll ST2 出土遺物実測図(その 3) 
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さは中央床面で、60cm、北西側張り

出し部では20cm、南東側の好，り込

み部分では60cm、北側から南側に

至る三日月状の段部では26cmを測

る。遺構埋土は主に黒褐色土であ

るが先述したように住居祉の上部

は撹乱を受けおり、状況は掴めな

い。床面l直上を中心にして町、生後

期土器片と 10cm-30cm大の円礁が

多量に出土している。傘大以上の

円礁の出土は北部と中央部に集中

している。床面には柱穴が 5倒検

出されており、この内 41聞につい

ては上屋構造に伴うものと考えら

れる。規模は25cm-49cmの円形又

は椅円形を呈し、床面からの深さ

は27cm-53cmを測る。 (ST2柱穴計測表参照) その他炉跡や住居に伴う付属機造物は存在を認

75 
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fig.12 ST2 出土遺物実測図(その 4) 

10cm 

めなかった。

ST2からの出土遺物は破片を含めて1，200点であり、口縁部形態から器種が特定できるもの

は163点である。出土遺物の中で図示可能なものはお-77である。 28-53は鉢である。鉢には

容量の小さなものがあり、この中で体部が内湾して立ち上がるもの (28-32.34-39)、体部が

やや内湾して立ち上がるもの (40-42.45，46.48-51)、体部が直線的に立ち上がるもの (33.43)

が存在している。比較的容量の大きな鉢には体部が内湾するもの (44)と休部が直線的に立ら上

がるもの (47)がみられる。また、 52は斐の成形段階の途中で口縁部を施したものであり、 53は

短い口縁音15が付き柑形を呈する。54-64.67 -70はき患である。 69は大きく聞いた口頭部を持つ

もので11同部の最大径は上位に存在する。 65は斐または鉢の底部と考えられ突出した面を成す。

66は甑の底部である。71-74は査の胴・底部と考えられ、外面はタタキ目を丁寧に刷毛で消す 。

75は小形の査でらあり、箆!書きを施す。 76は故石または掠り石と考えられ、 一部にベンガラを留

める。 77は、鉄鍬の茎部である。

遺物の出土状況は38，42.43.45.47，51.52，54.56，57，60.61，62，63.70，73.74は床面直上から、

29，55はベッド上から、 36は北側の張り出し部から、 30.34，35.50.59は壁際から、 31-33の鉢

はST2の付属施設と考えられる南東側の張り出し部分から出土したものである。
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ST3 (fig.13) 

Vσ 

。
fig.13 ST3 平面図・セクション図

調査区の東部中央に位置する。南東部分を撹乱によ り一部破壊されている。茶褐色土層(N層)

上面で検出を行ったが、遺物の出土はこれよりもかなり上位から見られた。平面形態は南辺と

北辺が外側に膨らみを持つ隅円方形を呈し、規模は南北 5m、東西 5m60cmを測る。南側を除

く各辺に幅67cm-81cmの高床部が存在する。これは主に黒褐色土による盛土で形成されており 、

埋土である黒色土に較べて団結が強い。但し、北側のI高床部は存在が不明確で、あり、池山が緩

い傾斜を成して削り出され、床面との境界と考え られる部分に住居内溝が存在していた。遺構

埋土は大きく 3層に分かれており、第E層である黒色土には多量の土器片 と人頭大の河原石が
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fig.14 ST3 出土遺物実測図(その 1) 
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fig.15 ST3 出土遺物実測図(その 2) 
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含まれていた。第皿層の床面直上からは完形に近い土器が出土しており、炭化木のf足跡をとど

めるものやアカホヤの堆積塊が見られた。検出面からの深さは中央床面まで?が37cm、高床部が

20cm -34cmである。床面の中央部やや南寄りに中央穴が存在する。平面形態は楕円形を呈し、

長径92cm、短径62cm、床面からの襟さlOcmを測る。ここからは焼土や炭化物の出土は見られな

い。住居内講は先述した北部のものと南部のL字状に屈曲するものとが存在する。規模は前者

が幅18cm-40cm、床面からのi奈さ15cmをillUり、後者が幅14cm-30em、床面からの深さ 5cmを測

る。主柱穴は 4伺が存在している。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径が42cm-55cm、床面

からの深さは25cm-40cmを測る。 (ST3柱穴計測表参照) 床面の直上中央穴の北西側40cmには

'Eょっ“
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fig.16 ST3 出土遺物実測図 (その 3) 
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fig.17 ST3 出土遺物実測図(その 4) 
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fig.20 ST3 出土遺物実測図(その7)

ST3からの出土遺物は破片を含めて2.827点であり、口縁部形態から器種の特定できるもの

は360点である。出土遺物として図示できる ものは78-158である。 78-108は鉢である。容量

の小さなものの中には体部が内湾して立ち上がるもの(78-85)、体部がやや内湾して立ち上が

-26 

" 

‘ι 



156 

0 
ヒコ二五ヨニエニE

20cm 
ニニゴ

fig.21 ST3 出土遺物実測図(その 8) 
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fig.22 ST3 出土遺物実測図(その 9) 
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。 lOcm 

切
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口

o 5 cm 
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るもの (92-95，97，98，100)、体部が直

線的に立ち上がるもの(92)、IIll状の浅

い体部を持つもの(101)、湯飲み状の

深い体部を持つもの(102)が存在する。

109-112は甑である。深い鉢状を呈し

た尖底のもの(109)や底部に穿孔途中の孔を残しその隣に新しい孔を穿ったもの(110)等が見ら

れる。113-153は奏である。多くは胴部砲弾形を呈するが、球形の胴部を持つもの(135，136)

が存在している。また、 113は胴部上位に焼成後に施された穴が開く 。154-160は壷である。

155は胴部上位と口縁部に箆磨きを施す。156.157は口縁部が外反して大きく開く 。159はやや

小型のもので、胴部中位の張った算盤玉形を呈する。158と160は査の底部であり、タタキ目を

刷毛目で丁寧に消す。161は中央ピットの傍らに存在した台石である。162は支脚の支部である。

163は鉄鍛の茎部と考えられる。遺物の出土状況は94，99.111，117，121.128，129.132.141，

151.155，160.161が床面直上から、 106，136.138.139.146が中央穴から、 78.82.84，96.100，101.

137.142，144，147はベッド上から、 88，91，95，98，112，118，123.159が壁際から出土している。
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平面図・セクション図ST4 fig.23 

ST4 (fig.23) 

調査区の東部北端に位置する。東側は調査区外に及び、今回の調査ではST4全体のほほ西半

分が対象となった。又、 ST4は後世の耕作に伴うと考えられる削平が厳しく、南部と北西部で

は撹乱を受けている。平面形態は隣円方形を呈すると考えられるが、多角形の可能性もある。

規僕は一辺4.5m程度で、ある。確認し得た北、西、南には壁際から70cm-80cmの幅で、中央床

面よりやや高い (5 cm -12cm)高床部が存在する。北側と西側の高床部と中央床面との境には灰

-29一
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20cm 

出土遺物実測図 (その 1) 

nu 

q
J
 

。
ST4 fig.24 
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fig.25 ST4 出土遺物実測図(その 2) 
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褐色砂磯土で形成された土手部分

や地山の削り出し部分が存在し、

高床部は外側の壁に向かつて緩や

かに下る。不明瞭な高床部分を意

識的に区画する意味を持つ土手状

の構築物か。遺構埋土としては褐

色土(日層)、黒色土(凹層)、褐色

土(N層)、黒褐色土 (V層)が存在

しており、この内田屑にはま葬大の

円燦と弥生後期土器片が多く含ま

れていた。アカホヤの混入が見ら

れ、特に中央部分ではそれが著し

い。床面及び高床部で検出できた

柱穴は 6個であり、東壁に沿って

中央やや南寄りには中央穴が存在

している。 (ST4柱穴計iJ!lj表参照)

中央穴の平面形態は隅円方形を呈

し、残存規模は南北94cm、東西54cm

を洲り、床面からの深さは16cmで、

ある。思土として先の V層が主に

存;仮しているが、これには多量の

炭化物の混入が見られた。また、

上端部には土手状の盛土部分が存

在している。中央穴の南側約20cm

には台石と考えられる扇平な河原

石も存在している。

ST4から出土した遺物は破片を

含めて471点あり、口縁部形態、か

ら器穫の特定が可能なものは56点

である。出土遺物として図示でき

るものは164-182である。 164-

173は鉢であり、 164はやや浅めの

体部に台部が付くと考えられる。

容量の小さいものの中で体部が内



湾するもの(165-167)、体部がやや内湾して立ち上がるもの(168.169)が存在し、容量のやや

大きなものでは体部が内湾して立ち上がるもの (172.173)、休部がやや内湾して立ち上がるも

の(170.171)が見られる。 174-177は愛であり、 178は球形に近い体部を持つ壷と考えられる。

179.180は土製の紡錘車である。181は泥岩製の砥石、 182は床|爾に据ーえられていた台石である。

遺物の出土状況は169.170.171.173.174.175.179.180が床面直上からの出土である。

。

(2) 掘立柱建物

SB1 (fig.26) 

J1IOZ'OZ 
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20 20M ミミ…"""1………"""1…-
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fig.26 SBl 平面図・工レベーション図

調査区の中央部北側に位置する。検出面は茶褐色土及び、上層の黒褐色土が砂燦層上に比較的

厚く堆積している箇所である。棟方向はN-90
0

-Eである。規模は桁行 3問(3 m 90cm)、梁間

I問(3m)を測る。この掘立柱建物を構成する柱穴群は、平面形態円形及び楕円形を呈し、規

模は26cm-36cm、検出面からの深さは13cm-34cmである。 (SB1柱穴計測表参照) 遺構埋士は

何れも黒色土であり、lOcm-20cm大の円礁を含んでいるものが多い。円礁は柱痕部分と考えら

-32一



れる直後lOcm-15仰の周囲に存在することから、柱を安定させる為に置かれた可能性がある。

出土遺物は何れも弥生後期土器の細片であり、 Plから 4点、 P2から 1点、 P3から 2点、 P4

から 1点、 P5から l点、 P8から 2点である。

SB2 (fig.27) 

調査区中央部に位置する。棟方向はN-j'-Eであり、規模は桁行 4問(7m20cm)、梁間 3間

(4 m80叩)と考えられる。梁間方向の柱を検出できなかったが、これは本来この掘立柱建物が

I'IOZOZ 

制090Z

v v 
• 。 。P12 E@ Pll Pl 

@ 。P2PIO 

N 

@ A 。P3P9 

@P8  
。

~~ 。P6
。

4・EP7 P5 

A A 2o.60J I 

ミ蕊蕊ぷミミミミミ; 2m 

fig.27 SB2 平面図・工レベーション図
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fig.28 SB3 平面図・工レベーション図
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P4 

持つ構造的なものの可能

性がある。構成する柱穴

は平面形態円形又は楕円

形を呈するものが多く、

規模は26cm-60cm、検出

面からの深さはlOcm-

33cmをiMljる。 (S82柱穴

計i別表参照) 遺構埋土

は黒色土である。

出土遺物は皆無であ

る。

S83 (fig.28) 

調査区の中央部に位置

する。棟方向はN_]O-W 

である。規模は桁行 4問

(7 m 60cm)、梁間 1問

( 2 rπm凶16印Ocrπm)

柱建物を構成する柱穴の

平面形態は円形又は椅円

形が多く、規模は18cm-

54cmであり、検出面から

の深さは 3cm -37cmを測

る。 (S83柱穴計測表参

照) 遺構埋土は黒色土

である。

出土遺物は何れも破片

であり、 P8から備前・

努が l点、 P9から土師

質土器 l点である。

(3) 土坑

SKl (fig.29) 

調査区の中央部南側に位置する。平面形態は不整楕円形を呈し、規模は長軸90cm、短軸74cm

を測る。長軸方向はN-SO-Eである。底部は平らな面を成し、壁は概ね急に立ち上がる。検出

a
“
 

丹
《

υ



面からの深さは24cm-40cmである。遺構埋土としては 2層が存在し、この内黒褐色粘質土層(I

層)には拳大の円礁が存在する。

出土遺物として図示できるものは存在しないが、細片は瓦質の三足鍋脚部 l点、土師質土器

6点がある。

※ 92-14NKの調査及び整理ではSKlをC-7グリッ ドP3で取り扱う 。

SK2 (fig.29) 

調査区の中央部南側に位置する。平面形態は不整方形を呈し、規模は一辺約65叩を視1)る。主

軸方向はN-33
0

-Eである。底部は鍋底状を成し、検出面からの深さは30cmである。遺構埋土

は黒褐色土単純一層である。

出土遺物としては土師質土器の細片が I点存在する。

※ 92-14NKの調査及び整理ではSK2をD一7グリッドPlで取り扱う。

SK3 (fig.29) 

調査区の東部中央に位置する。平面形態は不整形を呈し、規模は長軸 2m20cm、短軸66cm-

1 m 75cmを淑1)る。長軸方向はN-73
0
-Eである。底部には階段状の段音ISが存在し、中央の東よ

りでは最も深く成る。検出面からの深さは最大で 1m 12cmである。遺構埋土は黒色土単純一層

である。

出土遺物はすべて細片であり、弥生土器が2点、瓦がI点存在している。

※ 93-5NKの調査及び整理ではSK3をSK13で取り扱う 。

SK4 (fig.29) 

調査区の東部中央に位置すみ。平面形態は不整形を呈し、規模は長軸 1m80cm.短軸 1mを

測る。長軸方向はN-9
0

- Wである。底部は緩やかな凹面を成し、検出面からの深さは20cmであ

る。遺構埋士は黒色土単純一層である。

出土遺物は弥生土器細片が7点存在する。

※ 93-5NKの調査及び整理ではSK4をSK14で取り扱う 。

SK5 (fig.29) 

調査区の東部南側に位置する。平面形態は不整祐円形を呈 し、規模は長径85cm、短径65cmを

i則る。長軸方向はN-16
0

-Eである。底部は北側に深い落ち込み部分があり、南側には浅い段

部が存在する。検出面からの深さは14cm-36cmである。遺構埋土は黒色土単純一層である。

出土遺物は破片であり、瓦質土器が1点存在する。

※ 93-5NKの調査及び整理ではSK5をSK15で取り扱う。
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量制色粘質土 ・粘性あり，も越し悶 土~~破片と 10
-20cm大の円礁を含む。 -1--
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fig.30 SD 1 ~SD5 エレベーション図

(4) 溝状遺構

SDl (fig. 3・30)

調査区の西北部に位置する。北壁際から検出可能であるが規模は小さく、西行して西墜に隔

される段階では明確な溝形態を成す。主軸方向はN-33
0

-Eであり 、確認延長は32m80crn、幅

は40crn-48crnである。断面形態、は逆台形を呈し、検出面からの深さは25crn-38cmである。遺構

埋土は黒色粘質土単純一層であり、 10cm-25cm大の円礁を含んで、いる。検出面が茶縄色土層の

上層である黒色粘質土層 (困層)であることから、埋土と検出土層の区別に際し、SDlに含ま

れる土の粘性が高く締りが強いことが基準となった。

出土遺物の中で図示できるものは無い。細片としては須恵器 l点、弥生土器 9点が存在する。

SD2 (fig. 3・30)

調査区の東部に位置する。検出は部分的で、あり、東南部ではSD3によって切られる。主軸方

向はN-45
0

-Eである。幅は40cmを測り、検出面からの深さは 8cmである。遺構埋土は黒褐色

土単純一層であり、出土遺物は皆無である。

SD3 (fig. 3・30)

調査区の東南部に位置する。北西から南東行する浅いi梓SD2とSD4を切って存在する。調査

区の東壁と南壁に隔されており、「く」の字状の屈曲部を持つ。主軸方向は南壁側でN-70
0
-E、
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東壁側でN-14
0

-Eである。確認延長は15m20cm、幅は48cm~64cm を測る。断面形態は逆台形

を呈し、検出面からの深さは 9cm ~30cmで、ある。遺構埋土は黒色土である。

出土遺物の中で図示できるものは無い。細片としては瓦質土器3点、弥生土器 3点が出土し

ている。

SD4 (fig. 3・30)

調査区の東部南側に位置する。 SD3に切られて存在しており、確認延長は 6m 10cmを測る。

主軸方向はN-33
0

- Wである。断面形は逆台形を呈し、検出面からのj奈さは 8cmである。遺構

埋土は黒褐色土である。

出土遺物は皆無である。

SD5 (fig. 3・30)

調査区の東部に位置する。 ST3との先後関係は不明確であり、北東側では撹乱土坑に切られ

ている。主軸方向はN-50
0

- Wである。確認延長は 3m40cmを測る。断面形は逆台形を呈し、

検出面からの深さは10cmである。遺構埋土は黒色土である。

出土遺物は皆無で、ある。

(5) 包含層からの出土遺物 (fig.31)

調査区内に於ける出土遺物は概ね遺構内からのものに限られる。換言すれば遺物が出土する

筒所では遺構が見つかる場合が多い。ここで上げた遺物は後世の削平又は撹乱による遺構の破

壊を受けた部分か、又は本文中で述べたように遺構埋土と検出面の関係で調査時に遺構を見逃

した可能性のある部分から出土した遺物の中で図示できるもの 2点である。

o lOcm 
トー~~~~一ーーーーーーーー-1

fig.31 包含層出土遺物実測図

一38一



3. まとめ

今回の調査における出土遺物は殆どが遺構からのものである。主体は弥生時代後期末の竪穴

住居からのものである。各住居担l出土の土器や土製品について口縁部を中心とした器穏別の組

成を示すと下表の様になる。各住居おl共組成における共通点として、鉢が全体の半分を越え、

賓と鉢で全体の九割以上を占めている。鉢、 費、宣を除く遺物としては、 ST1とST3から出土

している支脚とST4から出土している尚杯と紡錘車があるが、点数が突出したり、特異な出土

状況を示したもので、は無かった。以下では全体の九割以上を占める鉢と斐を中心にその様相を

纏める。

鉢には容量面(法量)でA:小さなものと B:大きなものが存在するが、各々について口縁

部の形態から①端部を丸く修めるもの、②端部が面を成すもの、@鍔状の短い口縁を成すもの、

に分けられる。各住居跡におけるA、Bの鉢の①、②、③の出現率は表に示すとおりである。

Aの容泣の小さい鉢で、は①の出現頻度が②に比べて多かったものが、 Bの谷訟が大きな鉢では

ST4を除き逆に②の出現頻度が多く成っている。但し、 ②の遺物群には端部が窪んだ面を成す

箇所と丸〈修める筒所が同一伺体口縁に存在することから、 規制とか認識の徹底が図られてい

たとは考え難い。

鉢の容量に関わる法量分布(口径一器尚) はグラフに示す通りである。容量土面で今回出土し

た鉢の主体を占めるのは口径10cm~13cm代、器高 5cm~8em代のものであり、大多数は口径18em

以下のもので占められる。法対(口径及び器高)が大きく成るに従って出現頻度も 低い。

ST3を除くと資料の点数に限りがあり偏りを否めないが、 S1'1では器高が 7emに満たないもの

が主体であり、 ST2では器高が7cm前後以上のもので占められる。

今回の出土例から見る限り容訟の大きな鉢は供膳形態の中で一定位置は占めるものの数量的

に多いものではない。これは土器以外の代替品の存在も考慮する必要があろう。鉢がやや練ま

って出土したST3では法量面での多様性が表されている。また、器i自の低い皿タイプ(101)

や器高の高い湯飲みタイプ(102)の存在に示される器形面での多機性も窺わせる。このこと

からST3に関しては他のSTに比べて時間的に長い幅を考慮する必要があると思われる。また

STlとST2の出土鉢に閲しては時間的な影響よりも各住居の構成員によるもの、またはそれに

対応した変化を表す ものであろう。

STNo 金l 古里 鉢 i出折、 支脚 その他 STNo ① ② ③ 

STl 41.9 30.2 2.3 

STl 7 28 33 I A 
ST2 44.1 30.4 2.0 
ST3 53.6 27.3 7.1 

ST2 7 54 102 ST4 47.6 26.2 
STl 9.3 16.2 

ST3 27 149 183 

ST4 2 12 42 l 2 

ST2 6.9 16.7 
B 

ST3 2.7 7.7 1.6 
ST4 16.7 9.5 

ST別器稜組成 ※小数点第 2fす以下四拾五入。

鉢類別出現率(%)
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棄には口縁部の形態から見て①口縁部が短く直線的に立ち上がるもの、②口縁部が外反する

もの、の大きく二つのグループが存在する。また、口縁端ー部は(a)丸く修めるもの、 (b)面を成す

もの、が存在し、それぞれに下方への肥厚が認めれるものがある。①と②ではST1で出現頻度

が措抗するものの、その他では②が多く見られる。 (a)と(b)では(b)の頻度が多い。

費は鉢に比べて残存状態が悪く、竪穴住居 4棟合わせての出土受から容量に関わる法最値(器

高一胴径)を示した。出土資料の分布中心は口径11叩ー15cm、器高15cm-23cm、胴径13cm前後

一18cm前後であり、容量の小さなものが主体と考えられる。器高と胴径の関わりは容量はもと

より、その形態的な特徴を表現し得るものと考えるが、器高/胴径の数値が1.1から1.5の範囲

に分布し、形態的に球形を指向する135や136では1.1から1.2の値を示す。最大径は殆どが胴部

に持ち、各住居祉におけるぱらつきは少ない。容量が大きく、形態的に特異なものとしては

ST2の69やST3の139が上げられる。

壷は口縁部形態を留めるものが僅少な中で、殆どを口縁部が大きく外反するものが占め、二

重口縁・袋状口縁がそれぞれ 1点と小型の宣が数点見られるに過ぎない。

底部には平らな面を持つものに対し、尖底を呈するもの、丸底を呈するものが存在する。こ

のうち、尖底や丸底を呈するものは底部全体の25%一37%に達し、平底を呈するものであって

も、押し潰しただけの平坦面や粘土を貼付しやや突出した凸面を成したものが多く見られる。

ここで取り上げたST出土の遺物群は型式的にはヒピノキ H式からヒビノキ皿式の範鴫で押

さえられるものと考えられ、主体はヒピノキ H式で構成されるものである。各住居力1:は空間的

には同時期に存在した可能性も考えられるが、 ST2とSTlがやや先行し、 ST3が先述の様にや

や長めの時間幅を持って存在し、 ST4が後出するものと考えられる。これらを前回の調査にお

けるST1出土の遺物群と比較した場合、査出土点数や装飾を施した査の存在などに違いが見受

けられるが、 ST3はこれと同時期乃至はやや先行して存在したものと考えられる。

15.0 'STl 
30.0 

.ST2 25.0 

10.0 

~~ 
'ST3胴 20.0 

ゆT4 径 15.0
高

5.0 

0.0 
0.0 

参考文献

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 

口径

鉢(口径器高)グラフ

10.0 

5.0 

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 

斐(器高胴径)グラフ

1. J"金地遺跡J 1992年 南国市教育委員会 2. r西分増井遺跡J 1990年 春野町教育委員会

3. U.ひびのき遺跡J 1977年 土佐山田町教育委員会

4. r林田遺跡J 1985年 土佐山田町教育委員会
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ST 柱穴計測表

STl 

ピット No. 規模(cm) 深さ (cm) 平面形 出土遺物・その他

P1 35X30 29 楕円形

P2 32X20 21 楕円形

P3 20X23 11 楕円形

P4 46X39 25 楕円形

P5 30X26 6 不整円形

P6 32X25 9 隅円長方形

P7 25X20 5 不整円形

ST2 

ピットNo. 規模(cm) 深さ (cm) 平面形 出土遺物・その他

P1 42X26 41 不整楕円形

P2 直径49 27 円形

P3 12X 14 10 不整円形

P4 46X44 32 楕円形

P5 42X35 53 不整円形

ST3 
ピット No. 規模(cm) 深さ (cm) 平面形 出土遺物・その他

Pl 55X39 25 楕円形

P2 49X44 30 楕円形

42X39 40 楕円形
饗ロ縁・鉢ロ縁 ・

P3 
破片 1点

P4 44X42 40 椅円形

中央穴

P5 92X62 10 不整円形 106・136・138・

139・146

ST4 

ピット No. 規模(cm) 深さ (側) 平面形 出土遺物・その他

P1 30X (20) 15 (楕円形)

P2 直径26 20 円形

P3 35X30 26 楕円形

P4 直径21 5 円形

P5 直径18 6 円形

P6 22X19 10 不整円形

P7 94 X (54) 16 隅円方形
中央穴

策頭部・破片3点

※ 内は残存規模・推定形態。

唱
『

A
S
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SB 柱穴計測表

SBl 
ピットNo. 規模 (cm) 深さ (cm) 平面形 出土遺物・その他

P1 28X32 38 不整円 弥生土器 1点

P2 直径28 25 円形 弥生土穏 l点

P3 28X36 23 不整長方形 弥生土器2点

P4 直径28 25 円形 弥生土綜 l点

P5 直径36 18 円形 弥生土綜 l点

P6 直径40 24 円形 弥生土撚2点

P7 28X32 26 楕円形

P8 32X36 34 楕円形

SB2 
ピットNo. 規模(cm) 深さ (cm) 平面形 出土遺物・その他

P1 28X44 22 隅円長方形

P2 32X44 20 楕円形

P3 24X30 12 不整円形

P4 30X36 32 不?を円形

P5 24X34 24 椅円形

P6 32X40 24 不整円形

P7 40X48 22 不整方形

P8 36X56 24 格円形

P9 32X42 18 楕円形

P10 48X64 10 不整形

Pll 直径24 15 円形

P12 28X36 11 不整楕円形

SB3 
ピットNo. 規模 (cm) 深さ (cm) 平面形 出土遺物・その他

P1 40X56 24 不整形

P2 28X48 29 不整形

P3 48X54 22 楕円形

P4 22X32 26 隅円長方形

P5 直径32 16 円形

P6 32X40 20 椅円形

P7 直径32 6 円形

P8 32X40 11 不整精円形 陶器 l点

P9 36X42 36 楕円形 弥生土器 1点

P10 28X36 23 隅円長方形
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金地遺跡遺物観察表

週鞠 fig 同
出土地b: 器祖

世、鍾("，)
形制的判直 調整 飴土 その他

寄り no )IJ 口径 器商 胴径 Iif.佳
Ii{郎は札附を臨すと考えられ (内・外)録でを.. (内・舛)笹色7.5YR6/6

l 6 1
13 STI 

鉢 1I.6 [7.3] 
る。体節は内問しで立ち上が -1'， 石英位、少ベ ー ト粒.0.5 

A-I 席而111.上 る。口皆郎は外帽するややf干 -3_町砂位'"合11，

んだ面t庄すc

底都1.1.不明暗な而を肱唱。体 (内)制かい刷毛桂 (内・外}世色5YR6I6

z 6 
13 

STI 鉢 12.1 6.7 3.5 
郁は内清Lて立、上がる。口 蝿でを施す 。 石英f;" ~ャート角粒、

A-2 百部は耐を成す。 (外)~ ~キ後慣で 0.5-2閣の砂胞を青む。

ル植場 。

13 
1在郎は押 し摘 した"T'l~面必成 {内)自民でを摘す。 (内外)笹色7.5Y町/6

3 
6 I s-I 

STJ 鉢 1I.2 6.2 2.8 す。休部は内拘 してιち上が (外)タ<<キt昼間民で 】-2_の百英粒、チャ

る。口唇?晶1.1干らなI百合成す@ を施す。 ト位4レ古む&

凪m;は不明暗なTーらな[町を暁 (内)刷 E佐闘でを (内・再)にぷい前 略 色

STl 
すω口唇郎は貝ね丸〈搾めるι 施 れ IOYR5/<1 

4 6 
b正面直上

鉢 10.8 6..' 3_6 (外)掴でを摘し、 I._.J.-=，k.の砂粒 石英町、

!'tlK工J'I<による[[ チャ ト位争合む，

lIi.が残る。

liHtll!!.凧をI/i:す。体制11内 (内)刷毛佐自慢 cを (内外)明禅問色SYR5/6

5 6 
13 

5TI S本 13.4 7.2 
i宵して立ちょがる。 槍す。 1 -4圃 Jにの砂位、石英位、

0-2 (外}削りJl.11揖で 場.色ル吋 ート f1全合む，

を施す。

休部1.1内河 Lて立ち上がる。 (内)闘で惟唐且を (内外}暗褐色7.5YR3/3

STI 
口層部は内曲する耐を庇す の 紘一れ 1--1_人の砂駐、石英純、

6 6 
A床邸

鉢 20." [7.8] (外).タキ惟揮で 赤色チ守ート純金古むe

t!‘れ
{円)繊{主の自慢で。

版部は l高台状~2 L. 鴻晶に (内)刷毛を植す， (内)~~褐色 I OYR3ノ l

13 STI 
帖土のはみだ しが且られる内 (外}障で吐施L、 (外)明前倒色IOYR6/4

7 6 
C-I 高床都

鉢 15.2 6.01 5.6 体部は直純的に立ち上がる。 指晴}工m<-暗仁 1-5園田仲n.石英粧を合

日幅部は帖土帯を幽付 L舛個 む。

に肥1¥1する匂

版部i主主ほ風円九1正手広す。 (内)揖でを摘す山 (内外)褐色7.5YR.tl6

休部はやや内清し て立"-1-.が 指副圧，"が開る k 1 -6_)にの砂較 有A舵.

8 6 
13 

STl 件 12.6 5.7 
る。口唇部は九 〈陣める。 (外)右下が川町タ チャ ト駐を合むι

し-2 タキ{長棋でを 抽

す。指踊fillI.が同
る。

Jj\必GfJ. l~・央町盛句上がヮた耐 (内)刷宅保"で会 (内外)笹色1.5Y岡崎

13 STI 
鉢

を成-1'"I宇都はliぽ抗融的に 摘す。 1 -ら咽の石英胞を宵む。
9 6 

D-I 高床邸
11.0 5.4 3.2 ιら上がる。口唖部は外闘す (外)右トがりのタ

る而 ~Jii. -r" タキ~蝿れ

~);部 11 中曳のやや自'んだ干民 (内)梱かい1i';J;を (内外)栂色7.5YR6/6

10 
13 気TI

鉢 12.6 5.7 2.9 
を，jtす。体acはやや内内 しで 官‘t 石英牧、チャ ト靴、 s_

6 
D-2 府床師 J ち上がる。日層部はぞや[~. (外)タタキ後悔で 以下町砂粒を合む。

んだ耐を"，-1'_. そ施

問揮は九'"を 1する。 (内・外)揖でを紘 (内ー外)にJ品、lIi.褐色

l' 6 STI 鉢 6.8 3.5 
L、術訓圧偵を苑 IOYR6/01 

すn 1 -;聞大の砂位、百!W:
を青む。

STI 
Ii(郎 11突出し、快い円面全 b~ (内)刷lH:lf.すa (内 ー外)哩色7.5YR6ノ6

12 6 
康面市上

鉢 [3.21 2.8 す匂 (外)タタキ桂j'¥タ 1-5_大町砂~'.、 石英悦

な陶でt摘すr ~.:ミ七円

H帽飾Ull輔的にやや紘が (内)刷毛佐揮でを (内ー叫)1こぶい慣色

る.口碑lI!iは九障を持つ作 瞳し、指制圧!l>.を 1 -3圃 Aの跡見.石タH庁、

13 6 5TI "- 8.0 μ0] 暗唱 。 Ji色チャ ト位争合む.

(外}刷 u象同でを

施す。

嗣郎1.1.内向Lて立ち上がる。 (内)1M:η )(1忠則 (内)~H嗣色lOYR3/1

口層部IH'ちな両f:il<-!'" でE (外)刷前倒色lOYRo1lヲ

(外)白下がりのタ 1-山田 kの砂肢と 1-

I-l 6 STI 跡 10.8 [6.0] 1I.5 タキ俺担で全摘 .，_J.:..C'1石英粒、品、色ヂヤ

すp ト粒金古む。

(円)間拭ムム{によ

る圧眠b

盟1部はやや榎〈凶曲し、rl柑 (内)刷毛怯慢でを (内)に..s.:~ I前倒色IOYR7I，1

郎は外反する。口唇部は部分 IH、円柑部では {舛)白色7.5YR6ノ4

的に外聞にa"1する区 嗣ーも白 骨肉す。 1-3_Aの酢悦.石英悦

15 6 STl 豊 15.0 [13.0J {舛)..キ掩仰で チ y ト投を合むι

を摘 t，.

(UJ繍位の刷毛目

が比られる。

h史認は虫食い干らな両全成す。 (内)州叫による障 (内外)にぷい晶恒色

創部IJr < J の t駄に幅削す C.上位では繍位 lOYR7/4 

16 6 
19 

STI 壷 11.0 1'l.5 13.9 2.2 
る。口持部11外聞にやや肥!.fj の刷毛目を叫すq 1-3_太の砂粒、石英粒、

A-I し外剛する凹面会成す。 (外)右上がり XIJ チ司 ト胞を合む。

繍1立のタタキIt刷

毛を施す 。

'" [ 1内の艶酬は姥存flio
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金地遺跡遺物観察表

遺物 fig pl 
出土地点 器檀

法量(岨)
形態的特恨 調整 佑土 その他

番号 00 出 ロi圭 器商 刷径 成後

盟諸i止'<，の字状に舛庇す (内)口悼部に柵位 (内・外)明慣帽色

る品口晋餌Ii外聞へやや肥Jf の凪毛を施すー 1 -3圃大町砂位、右翼位、

】7 6 STI 聾 17.4 [3.8J L.外岡，る凹面を成 (外}酬部以 Fに匝 赤色チ々 ト位令官む。

毛口惜酷でJjタ

タキ。

~郎は不明瞭令面を，世す。 (内)自慢でを施寸一 (内・外)にぷい間色

聾 {外) タタキ~掩 7.5YR5/4 
18 6 STI 

{斑邸)
[6.2] 3.0 

す。 1- 6園大の砂段、右翼f~.

;Jj.色チャ“ト悦を古む.

底部は快い平ら企画をIO.すe (内)刷毛碓障でを (内)撞色7.5Y岡崎 同面仁t農がIt

19 6 STI 
哩

(7.2] 3.0 
憧れ (外)::.s:ぃ縦色7.5YRS/. 省ずる。

{産部) (外}タタキ後1111毛 1-'回大町時枚、E英位.

を摘す b 省。色チャート校を古む。

r;r;郎は鼎い平らな闘を民主す。 (内)指晴による陶 (内外)明掴褐色IOYR7/.

20 6 
18 STI 哩

[10.0] '.0 
r，ぞ施すE 1-6日大町時lt.石英粒、

A-I 盟陪 (眠部) (外)タタキ挫同で 子ャート位を吉むw

を施す。

li(錨"控い取らな面宅成す。 (内)副毛桂揮でを (内・外)樹色7.5Y削16

21 6 STI 
哩

[8.8] 2.8 
臨す p 1 -3国大町砂位、石英悦

(戚師) (外)タタキ桂刷毛 を含む。

を施すコ

1民邸1.不明暗な侠いl面を庇 {内)底部捕から刷 (内・外1:1'.褐色IUYR3/1

22 7 STI 
聖

(9.5] 3.0 
すe 毛を摘すの 1-5.大町砂位、石英耽

(底既) (舛)タタキi愛刷毛 を古む.

を施すe

底師11不明瞭な平らな薗金成 (内)栴でZは掴刷 (内・外)明慣褐色lOYR7/6

幻 7 
18 

STI 
置

[9.8] 7.5 
-~ o 毛喝 1 -6聞大町砂位、石聖位、

1'-2 (庇眠) (外)タタキ憧刷毛 劫:色チヘ'ー卜位を古(;0

を施す。

底師は不明暗な侠〈平ら会両 (内)凪毛後JIj抽に (内)明慣帽色lOYR7/6

STI 
を喧すε よる揮で金錯す守 (同)恒色5YR6/6

2< 7 
床面直上

査 (20.2] 27.0 ..0 (舛)右上がりのタ l月 3園大町砂11.石聖位

タキ後岨ぃ11:毛川島 み包子守 -fI.止を古ι・。
権すs

良部はやや提出した丸底~$: (内)鳳l毛憧仰でを (内・外)にぷい質帽色

25 7 
19 

STI 曹 [20.5] 
す， 施す。 !OYR7ノ4

A-2 (外)タタキ1長且毛 1-3圃犬同時位、右翼粒、

を施す。 子守 ート肘を含む。

iIf郎は安定した平らな面を成 (内)禍7ftによる同 (内外)にぶい世恒色 ゴプレヅト状

す凶 でを施す。 lOYR6/.1 円形県~ 示

[外i下位には問調 1 -71'大の砂靴、石実施、 す。

26 7 STI 五割今 18.9 (9.6) 庄泌が顕著に間 存色チャ ト祉を古むq

旬、中位以上では

右上がりのタタキ

移植すq

?:l 7 STI 厳石
全員 全幅 全軍 車量 構成粒子11捌かく.1tl、。lol曲t<棟、f<i圃拠、陣侠を憎め、 部には代ンガフ 砂岩割ω

12.3 ;.0 4.5 5Snq が付着寸るe

ril'.院は侠い平らな画を成す4 (，ぺ)岨かい刷毛. (内}にぷい貧笹色10YR7/3

28 9 ST2 体 :0.8 [6.9) 2.4 体院は内寓して立、上がる。 (舛)タタキ 1~ 栴 (舛)仁ぶい慣恒色lOYR7/"

口再部u九〈悼める@ でe 1 -4回大町昨位-!:含む。

ST2 "~部は J九庇を直すo 1*仰はや (円)匝毛徐闘でを {内)仁ぶい宿色7.5YR6/4

29 9 
13 東部旭山

鉢 ll.4 7.8 
や内南 LT立.，上がる。口智 施す。 {舛)にぷい抗措色IOYR6刈

E-l 市11のLH 前は内閣守る両を院す 9 (舛)タタ今後嗣か 1 -3回大の砂位 石英粒

師 、.，，;毛を施す。 を古む.

体節"内i笥的措直線的に立も (内)眠毛i争開で昏 (内外}笹色7.5YR6ノ6

上がるc 口碑部11舛慣する面 地すe 口輔締では 1 -5回大の砂栓、石聖位、

13 ST2 
を配れ 岨かい甑毛目市開 相色チャート駐を古む、

30 9 
E-2 哩需要

鉢 10.6 (7.<) るq

(~II 掴でを摘す。

師分的に固かい属l

毛目が娩る。

14 
ST2 鹿師"丸味を持った尖~~を .1iI: (内)聞でを施れ (内外)栂色5YR6/8

31 9 
A-I 

張り出し 鉢 11.8 6.6 す 体師は内湾して立ち上が (舛)タタキ陸自障で 】-3回大の砂位、石英粒、

郎(川町) る〉口碑甑Ii丸〈惇める。 チャ 卜粒を古む。

"~部 11棋い'ずらな面を虚 (内)故毛を地すe (内)にぷい質密色lOYR7I4

ST2 
体部i志向南して立、上がる。 (舛)タタキ後悔で (外)恒色7.5YR6/6

32 9 
14 

張り出し 鉢 IU  7.1 1..1 
口唇部Ii九〈修めるa 4惜し。体田中[立 3回大町砂粒 fi:!!:枝聖合

A-2 
部{痢)

から下院に掛けて I_; ~ 

11情踊匝彼が列

主'0

ST2 
1良部は押し繍 Ltc予らな面を {内}圃かい刷毛を (内舛)明歯槽色IOYR7/6

33 9 
14 

偶 りIIlL 鉢 11.3 6.8 3.2 
庄一寸。体備は氏擁的に立ら上 柑れ 5-山田太田砂位、石喪駐‘

B-I 
師(同町)

がる。口容郎は丸〈悼める b (舛}右上がりのタ チT ト粒を含む。

タキ合摘す.

猿 ( ) 内的担当~I'姥存倒‘

-44-



金地遺跡遺物観察表

置物 fig pl 
出土... !O 器輔

法置(圃)
昨態的特置 網整 飴土 その他

書も; .0 "。 口径 器商 胴佳 1且径

眠傭は狭い干らな帽を臨す。 (内)刷毛を施す. (内)1こぶいf賢岳色10Y町川

3< 9 
I~ ST2 

跡 11.8 7.8 2.0 
休部は内情して立ち上がる ι (舛)刷毛陸自陣でを (舛)に..1:ぃ酎檀色 IOY同/~

8.2 ..~ 口容隠は凹而を臨す， 肱す ， 1-3.);:の砂h:.石英眠、

ヂャ ート粧を合!J.

1~ S1'2 
成都11凹画を直す.体部は円 (内)刷毛桂甑でを (内・外)置色1.5Y刷局

35 9 鉢 10.6 7.0 3.2 間して立ち上がる.口容部は 施す 。 I-i.kの砂位、E葺柱、
C'1 哩~

外帽した凹iiiを岨す. (外)揖でを摘す。 赤色チャート悦t~úo
底侃は完成を成す @体都は内 (内)刷毛を範す。 {内)揖色7.SYR6/6

1. 
S1'2 両して立ち上がる M 口哲郎は (外}下位ではタタ {外}にぷい1(密色10YR7刈

36 9 
C-2 

張り出 L 件 12.0 8.2 内闘する蘭を庇すa キ植樹 .B~そ陣 L 、 1 -6.)にの砂柱‘石英位、

lZ(jtJ 上位ではタタキ桂 み色少ャー ト位を青!J.

'慢でt.園‘すn

恥節は九底を成す，体節は内 {内)細い刷毛峰舟 (内}にぷい前冒色

14 
調して立ち上がるe口昭郎は でそ!iす恥 10YR714 

37 9 ST2 鉢 11.6 8.0 札〈惇めるs (外)111でを施L‘ (舛}ιぷい置色
。-1

府咽圧.を'lす。 2.5Y6ノ4

1 '-10・λの砂粒を青む。

体部は内t脅して立ち』がる. (内)細かい刷毛挫 (内・ 外)にぷい置色

38 9 l' ST2 
陣 13.2 8.3 

口唇都11平らな両を臨す。 帽で合施すー 10YR714 

0-2 11正面直上 (舛)タタキ後構 1 -3田町石失柱、チ々 ー

で. ト粧を含む“

体怖は内南して立ち上がる。 (内)柵位又は縦位 (内・ 外}にぷい負置色

ロ惇怖は外帽する凹面全成 の刷毛後撫でを施 10YR7ノ3

39 9 ST2 体 12.'" (5.7J 1'. す。 1-"'.人;の砂段、亦色チ

(舛)， ''1-を施 ャート位を;¥む.

す砂

底飢はやや尖った九世争凪 {内)岨い刷毛を施 (内・舛)褐色7.5YR6/6

~O 9 
19 

ST2 梓 15..1 7.' 
す。休部は内南して立ち上が す， 1 -50.)にの酢段、石皇位、

8-1 る.口"郎は舛聞するl'らな (叫)掴かい刷'Bを ;11色チャー ト位を古!J.

面を成 施 t.

ST2 
体舗は内南して舛上方にνーち (内)刷毛を施す白 (内・舛}樟色5YR6/6

oil 9 
床面画上

跡 1'.0 (5.0J 上がる.口哲郎は九〈棒めるa {口)繍位の融でを 0.5-2.人;の砂純、石英

摘1'. 枚、赤色チ守 ト較を青む。

庇舗は平らな而~成す ， I事情 (内)刷毛他自民でを (内)灰前冊色lOYR5ノ2

19 ST2 
11内南して立ち上がるe口村 凪す酌 1-6_の砂粒、石英粒を

.12 9 
8-2 咋而直 t

体 12.9 6.7 2.9 部1.1凹而を成移。 {外)右上が"のタ 宮!J，

タキ桂栴 Fを施

す。

休部11t1l輯的に舛上方に/i..ち (内)慣位互11蹴位 (内)にぷい前色

上がる。口融部で内南し、唱 同刷毛怯111でを施 2.5Y6/4 

ST2 
部11九〈陣める。 す。 (外)にぷい前間色

.3 9 
床而'̂ 土

体 13.0 (7.6J (舛}タ タキを施 I0'1R5/3 

す。 1-4.).:の砂位を合む，

{口}慣i立の刷毛目

が姥1"

版部は丸庭を唱す.1宇都は内 {内)粗い刷毛佐国民 (内外)にぷい前恒色

再して立ち上がる.口帽都は .~ を施す。 I0'1R7/4 

" 9 ST2 鉢 16.8 9.7 外聞にややII1'!lfL、口層部は (舛}自慢でを位鞄す 1-"_人の砂投赤色F

外帽する面をtl('f'. が.粗い刷毛目が 守ート段歩合!J.. 

Ilる。

u:筒1.1内向して立ち上がる〈 (内}刷毛碓'固 でを (内・外)置色7.5YR6ノ6

口唇畠1.1平らな面を直し、外 施すa )-3_kの砂位、石英位、

聞に哩躍する。 {舛)!・でをぬし、 場.色'''.t; 卜位を青!J.

" 9 
床面直上

鉢 1'.0 (8.0J 見1.1;工具による庄

O!が且られる。

(口)揖f立の刷毛目

が限る。
ト 一 一 一 一

体慨はやや内向して外』方に (内)副主を施す。 (内)にぷい貰但色lOYR7/~

.6 9 S1'2 鉢 17.0 ('.7J 
克も上がる。口帽郎分で昌昭 (外}摘f~のタタキ (外}喧色7.5'17/6

が轟くなる白口唖郁1.1外帽す t.凪す. 1-3聞人の砂粒、石英位、

る面脅威す。 赤色チャ ト位t.含む.

体儒はやや内潤して立ち上が (内)刷毛全施す. (内・外)1こぶい慣盤色

ST2 
るc口唖院は凹IIj金成す。 (舛}タタキ令施 10YR6/.1 

4i 9 
t朱面直上

陣 18.0 (6.91 L、口帽飢ιは指 1-3_λ;の砂位、石蔓位、

制圧僚が見られ 亦色 F々 ト位を宮台。

る3

体舗は直観的に叫上方に _.~ .， {内}刷毛を施す， (内・舛}慣色7S¥'附 /6

上がる。口幅部で内拘し‘ 摘 {舛}掴かい刷毛を 1 -2.λ;の砂位、石其位.

'8 9 ST2 鉢 15.8 (-1.51 
郎11九〈陣める. 摘す. 占。色チ々 ト位を青む。

(口)内 外而且ぴ

靖鰯に柵i止の闘で

を摘す"
嵯離は~とり成 t成す。 体怖は (内)嗣'f紘工Rに (内ー舛}置色5YR6/6

19 
内向して立も上がる。日明鰯 よる醐でを植す， 1-6.).:の砂位、百英悦

'9 9 
C-l 

ST2 陣 18.6 9.3 11ィ、明固な外価ーするI面安岐 (舛)!loでそ施ーす。 t合む。

づれ 節分的に刷'B目が

J¥るe

議 ( 1内町世値は般商値.

R
d
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金地遺跡遺物観察表

唖鞠 fig pl. 
出土地内 嵩種

法量("，)
形相的特置 調整 胎士 その也

書日 no No 口控 器商 開径 胤径

体iltはやや内向して外上方仁 (内)組い刷毛後憎 (内外)にぷい貰栂色

9 
STI 

体 17.4 [6.0] 
聞く。 I]¥"，部1;1.太〈丸味を持 でを施す】 10YR6/4 

50 
lIf陪 イ" (外)樺でを施L、 1-4圃止の砂粒、石英牧、

指賄圧痕を残す 赤色チャ ト粒を青む。

体邸はやや内揮して立ち上が (内)粗い刷毛怯に (内外)密色7.5YR6/6

る口輯部は外聞にやや肥1$す 口唇部では慣(立の 1-4_Aの砂位、E英位、

19 STI 
る白 揮でを摘す。 ~、色 r 弓 ト位y合ι・0

51 9 
C2 床面直上

Ij. 17.5 [7.5] (外)右上がりのタ

タキ。後に口層部

~は慣位の血でを

晶す。

庇部iま尖ほ風.の)U氏'k~す。 (内)縦位の刷毛憧 (内・外)明品問色IQYR6ノ6

口梓部1;1.邸分的に Fらなl面や 揖でを施れ 1-7園ょの砂粒、石英位、

52 10 
19 STI 

鉢 11.4 14.4 13.9 
成 L‘外岡仁やや肥1草する。 (外)タタキやj(i 品、色チ守 ト位争骨b。

D-I 床面~(上 すe

(口)慣t立の刷毛目

が礼られる。

口嗣郎1;1.地!(舛上方にM ら上 (内)刷毛争摘し、 (内・外)仁ぷい前色

がるι 口唖都は嗣く九畦を持 口層部では慣1立の 2.5YR6/J 

53 ST2 聾 12.5 [6.6] 12.8 て" 刷毛が見られる 1 .-5.阻止の帥柱、石失位

(外)タタキを施 を青む。

す。口輯部では後

に血でか。

fi~部は狭い平版を成す。期飾 (内)刷毛惜揖でを (内・外)にぷい極色 内外嗣仁赤色

19 ST2 
聾 13.5 12.0 1.8 

l.t r(Jのド状に凶曲 L、曲 施すE 7.5YR6/4 断軒町付帯が
~， 10 

D-2 床両ff(上
12.8 

組的に削〈立ち上がる。日明 t外)タタキ植丁吟: 1-5.止の砂位、石英粒 見られる。

部1;1.外側する耐を成す。 な刷毛を施す を告もn

民昂は侠い耐を成す。 IJ暢郎 (内)胴部では縦 (内外)明前同色IOYR6!6

はやや外反tる。靖都1;1.外岡 位、口輔郎では柵 1-7_止の砂粒を合む。

ST2 する面を成L、外聞に肥l引す {立の棋王を施e。

55 10 
20 JI[陣地山

聾 12.4 15.9 12.6 [3.6] 
る。 口腎借Eは外情する

/1，-1 削り出 L 而や成L、外聞ド

部 肥叫する白

(外)タタキ後刷毛

，̂，1JfIサ。
一一→頭部1.1r (Jの字状l二回曲 L、 (内)術岨距艇を残 (内)歯唖色7.5Y町/8

口縄問は外反する。口容部は す、日時都 ~Il繍 (外)にぷい革担色

ST2 
聾 [8.5] 

外帽する面を此L、下方iこや i立の刷毛を摘す。 IOYR5/4 
56 10 

車両直上
l7.9 

や"取する。 (外)タタキを埴 1-5皿 λ;の砂粒、石英粒、

L. u'"郁 Cll後 方、色チャ ト粒を合む。

に陣 cを摘す。

思8~は r ( I Q)，{状に屈曲 L、 (内)刷モを施す。 (内外)明前倒色

U埠郎は外反するu 日時郎は 日将胞では慣i立の IOYR6/6 

57 10 
S1'2 

聾 13.0 [4.5] 前中するi面を此 L、下方にや 慣でかMられる。 0.5-2...止の砂粒、石英
床面抗上

や肥即する。 (外)外i師i;I.慣(立の 粒、チベ ト粒y肯む。

タタキチ倫す。

冒1部Ij， f(Jの'i'1I-に曲がるe (内)掴かい刷毛後 (内)桓色7.5YRtil6 外ilfiにf撃が付

58 10 ST2 聾 13.4 [6.2] 
口容部Il外聞に肥叩 L.外岡 極でを施す" (外)にぷい桓色i'.5YR6/4 有する。

するl面を此寸。 (外)タタキ後細か 1-3田止の砂粒を合む。

い尉毛を施

別部は c( ~のとJ 私に曲が旬、 {内)刷郁 Pは柑:IJ1 {内)明黄梅色IOYR7!6

口阿部はやや件反する内rJh による慣でや紘 (外)恒色7.5Y町/6

部tj，外聞に肥l'fL、外帽する し、指摘J(伎を同 1-7聞の砂粒、石失駐を

而h足すι す。口脚部は慣t.t s;Uc， 

ST2 
の刷毛佐揖でを箱

59 10 哩 16.6 [10.9] 割).0 す。
lIf~ 

(外)損位又は右上

がりのタタキや繍

すむ

(ul慣{立の融l毛日

が残る。

期郎i;I.Cく」のす軟にi，n曲す (内)刷毛段構でを (内1Iこぶぃ，)1m色IOYR7/4

STI 
るu 口層部は外岡する耐を成 施す。 (外)1二五、ぃ笹色7.5YR7/4

60 10 
床面前上

聾 11.7 [9.5] 10.0 す。 (外)右上がりのタ 1-3.kの砂牧、石英段、

タキ俺!II'Cを施 品、色チキ ト1立を合むn

す。

l在侃は干らな両会JI;:すι 買部 (内)預部以下 P自民 (内白叫)にぶい賞制色

は慣やかに曲がる て?や摘し 口柑部 lQYR7!4 

61 10 
20 STI 

聖 [17.2] 14.0 3.6 
では刷邑目が問 1 -J圃ノkの砂粒石失粒

A-2 床面的上 る。 をf育む山

(外)タタキをぬ

す。

※[  ]内の監偵1.1時存0・u
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;1鞠 fI6t pl 
出土地点 器唖

法量(個)
形態的特徴 調畳 恰土 その他 l 

書停 no ~.b 口径 路高 割径 f正t量
期間は t( I の字~Rに岨闘 し. (内)刷都では拘胡 (内・外) に~:ぃ首冊色 外面じ揮が事 l

口陣郁はやや舛庖する，口碑 による揖でを施 IOYR6/4 く付婿する.

却は外明に，!!IJL、外笥する L.上位に摘姐圧 }-.1日大田砂粒， ciJUi 

62 10 
ST2 

床面直よ
聾 17.8 [19.5i 21.6 

面会点す。 "..舟同寸 口揖師 ル古色・.

1:繍位の刷毛1金f恒
で電織すe

(舛)タタキ後咽か

い刷毛を緬

底部は丸駐を量す。珊邸1:橿 (内}掴かい刷毛惜 (内外)褐色7.5YR1I4

やかに簡がる。 同 Pを嶋 t. 3 圃太町昨位、 右聖位~古

22 ST2 
[21.5J 1.1.8 

(外)刷眠中位以下 む。
63 10 

8.1 床面直上
聾

で右下が旬、 上位

では右上がりのタ

，キを純す。

限価は陣い平ら'<閣を成 r.(内}闘かな匝毛揖 (内)じぷい昌信色IOYR7凡

64 10 
18 

ST2 聾 [9.8J 1.4 
同でを縄す。 (外)に ~~~ .負担色IOYR6/4

8.1 (舛)捌かな刷毛を 1 _. 3回大町砂段、石聖位

摘す@ を古む白

成部は費出する。 (111 !jIでを施すe (内)樺色7.5YR6ノ6

鉢。
(外jタタキ{長岡 C (舛)にぷ"lI:骨色

65 10 ST2 [2.1) 垂範す、 IOYR7/4 
(成郎)

1 -4国大町砂柱、右JtI1.

t;.色チャート位'¥:吉むe

JiJ:邸IJ!史ぃ'1'らな甜を，*-L (内)指摘による待 (内)にぶい前借色

甑
t駈芭 6~町内孔を続車町に外 でを ~ L ‘拘踊庄 IOYR6/4 

66 10 ST2 
{忠郎)

[3.6] 2.5 湖 ，I)'Q!つ。 復 ~包拘る 之 (外)同灰色7.5YR6/1

(外}右よがりのタ 1-7u大町時，~ ， 石畏粒

タキを楠寸 b を合む6

虫館i立干高を底す。 {内)刷毛を絃す6 (円}に小い債帽色

聾
{丹) タタキ ~ 施 IOYR7メ4

67 10 ST2 
(旺属)

[3.81 7.0 す員 (舛)慣蝿色2.SY5/4

1 -2市大町砂位.百高位、

，赤色ヂャート粒を古む。

一r~'í部 Li 丸成を 呈すφ 知郎 lよ (内)凪毛後同てを (内外)明嗣色7.5YR7/6

68 11 
22 

ST2 費 [25.8J 18.8 
C<"のヰ:牧に曲がる 指す。 0.5 -3 rr太の砂位 6"" 

(-1 {叫)タタゃを施 11を吉むe

す島

俵大i歪を府自11中位』こ持つ。口 (内)聞い層1'1)怯樺 (内外}喧色7.SYR7I6

明部は同情する帽'¥:直す， でを施すー 8圃大の砂11.;¥'，色チャー

(舛}剛揖 Fタタ ト性.li畏胞を古む.

69 11 ST2 聖 28.0 [12.1] 29.6 キn 口輔 て?は111:毛

ゐ抱すa

{ロ)陶 亡が持され

る.

頭価は rくJ町二十執に曲がるc {内)担てを指す. (内)同医色lOYR6/1 刷邸中位以上

70 11 
ST2 

E [19.0] 17.0 
{舛)タタキ投勝J毛 (舛)胤色2.SYR8/-t じ躍が付.す

床面iI<:上 を摘すu 1 -12聞大町砂粒を宮む。 るe

柚世，

底部は技ぃ'1'らな1筒形成す号 {内)刷ぃt:J:毛植胸 (内・外)担色7.SYR6/6

71 11 ST2 査 [25.01 29.6 1.0 
量大i査は胴師の中位ややょに Cf: 錯す沼 6~大の砂粒、 li Jt!.H古

持つ、 (件)タタキ横幅か 1" 
い刷毛を植す。

"-誌は狭い平底牟嘩 t， (内)(11でを施す、 (内舛)にぷい褐色

72 11 
ST2 査

(9.7J 3.0 
(外)タタキ{世風毛 7.5YR5/4 

暢際 (Ii~ 師) を施 r0 1 -3園大町砂位、石英性、

を古む。

Iilo舗は扶ぃ'f!JJ'更を唱す。明部 (内}政毛{量陶でを (内}貧困色lOYR5/6

73 11 
ST2 査

[11.0) 4.0 
は直略的に舛上方に立九上が 指すe (外}貨8色7.5Y7I8

康面直上 (車部) る， ( ~\) タタ ~，長胃1毛 1 -3回大町砂位、 l'i!W.

を施す& を古むe

時都1;控い平ま"曜れ観陣 {内}凶，'''惟抽 で.. {内外II音色7.SYR6/6

74 II 
ST2 ー量

[22.5) 4.9 
11内湾気味に外上方に立ち上 措す。 1-8聞大町昨位、石蔓脱、

床面置土 {唯帰) がる。 {外)タタ キ{長刷毛 を古む。

をlti
If却は内湾して立ら上がる。 (内)刷部で拘酬に (内)1よぷい阿梅色

損隔の祖曲1.1掴やかで、口It よる慣でを、口栂 lOVR7/4 

75 12 ST2 小唖 9.0 [7.9) 9.6 
揮はやや科圧する 3 口唇慨は 鼎で11)聖磨主を肱 {舛)浪曲色2.5YR8/4

舛領する聞を成す。 す。 l圃大町砂位、石英粒を古

(舛j縦(すの蝿麿品 む。柵組。

を施人

76 12 ST2 駐石
全長 全幅 生哩 重量 昌郎-!e中心と L 'C且t制杭'A~'拘る 。 2 - 3 方向の補償が存在 し、事色町軒が照 砂岩担.

13.3 9..1 7.0 1.260<;l る，

生E
生岨

全席 直量
有皇睡で鴻都1::);:1.する 6

77 12 ST2 肱且
[3.4] 

{最大]
(0.2] (1.9) • 

(1.0] 

※ ( 1内の監舗は残存冊.
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遺骨 ';g PI 出土地点 居岨
法量(圃)

昨層的特置 圃聾 胎土 その抽
ーザ "0 肋 口笹 器高 刷径 成径

Jif.郷は平らな而をii:す。休眠 {内)刷毛を地す. (円)明，;1"，褐色2.5Y悶 16

78 " 
14 STJ 

鉢 10.0 5.S 2.6 
は内南して叫 t方に立ち上が {舛)タタキ値目"で (舛)慌色7.5'1'岡崎

E-I 高床陣 る。口智院は士〈丸障を持つ を施す。亀射が入 3_大の砂銑 石英範を合

で修める. る。 む。

1庄縮はやや費出し中央町盛り (内}刷毛植樹でを (内叫}にぶい蘭栂色

l' 
上がったjtiを岨令。体部は内 摘す。 lOYR'l14 

79 14 
E-2 

ST3 跡 9.2 5.2 2.1 持して外よ方に立ち上がる。 (外)慣でを箱 0.5-2.大の砂粒を古む.

ロ干軍部11太〈九時全持って修 亀裂が多〈且られ

める巾 る。

Y厄眠11丸嵯を臨す。体悔は内 (内)刷毛を摘す山 (内外)明前禍色

15 
南して叫上方に立ち上がる。 (外)慢でを瞳 j-. IOYR6/6 

80 14 
A-I 

ST3 鉢 10.2 6.2 10.4 口属都1.1掴〈丸〈 修める。 亀裂が入旬、表嗣 0.5-2圃ょの砂粒・石英

の輔自品市'ittL. \-'~ 位';?<色チ".←ト肢を骨

む.

底郎1.1不安定な蘭を底す.体 (内)刷毛挫慣で含 (内外)に~:ぃ貧褐色

14 
15 

ST3 鉢 11.0 5.1 3.0 
lItはやや内聞し て立 ら上が 施i". 10YRS/3 

81 
A-2 る。日目郡は太〈丸味を持つ (外)タタキ安 施 5_大町砂粧を合む。

て惨める。 す.

底郎はやや突出する。体節は {内)刷屯6骨量す。 (内 ・舛)明前褐色

82 14 
15 ST3 

跡 11.8 6.8 
内情して外上方に立ち上が (外)揖でをぬす。 IOYR6/6 

B-I 高康郎 る勿口界都は圃〈九時を持つ ..担が~ ( 児られ 4_kの砂段、石英位、 之内、

て時める。 る. 色ヂャー ト粒を青むE

iI¥&liは突出した平らな面を成 (円)刷毛龍揖で~ 併i)にぷい筒III色
す。体障は内南して外上方に 摘す. IOYR5/4 

83 14 
15 

ST3 陣 11.0 6.6 11.2 3.1 
•• tち上がる。口梓侃11凹面全 (外)タタキ棟割民で (外)にぷい薗暗色

8-2 r.:す. を摘す， JOYR5/4 

4.大の砂粒ー石英担を合

1;. 

成自Eは丸.II!;~成すB 体 illil .1内 {内)掴かい刷毛桂 (内ー舛)にぶい貰同色

i脅して舛上方iこ立ち上がる。 自慢でを障す。 7.5YR6101 

84 1. 
15 ST3 

陣 11.0 5.5 
日6郎は凹面を1ft:す。 (舛)胞でを.す， 0.5-2_:A:の砂位 ・l'iJ!:

C-I 高峰:幅 口瞳舗に指咽庄 t立・赤色チ セ ト舵を合

鎖、眠偲に毘庄<< 1;. 

を留める.

底障は乍らな面を成す。体部 (内〉掴かい刷毛後 (内舛}にぷい密色

85 1. 
15 

ST3 鉢 11.3 7.9 11.6 2.3 
11内帽して外上方に立ち上が 粗い刷毛4施す。 7.5YR6/4 

C-2 るu 口曹隠は九〈修めるe (外)醜でを瞳す。 4園入;の砂位石英粒丹、

色チャ ト位を青む。

成侃11高台状にやや型出した (内)刷毛f量自民でを (内外)明亦同色

86 " 
15 

ST3 鉢 13.4 6.0 3.7 
平飼I面を"す。体部は内湾 L 施す巾 5YR5/6 

D-I て立ち上がる。口組偲は幅の (外)タタキ極圏~-c 5_止の砂位、 E英柱、争『・

扶い干らな両を臨す。 を織す。 色ヂャ 卜粒を合1;.

15 
肱偲1.1狭いTらな而を成す。 (内)刷毛を施すn (内外)罰色7.5'(町/6

87 H 
0-2 

ST3 官‘ 12..1 6.0 3.7 体偲は内向して舛上方に立ち (舛}自也でを摘し、 3_人の砂柱、本色チャー

上がるc口恒郎は凹i面を成す。 指揮1圧債を照L 卜粒を古む。

底郎は安定した'1'ら I~酬を成 (内)刷毛碓匝で全 (内・外}にぷい噴煙色

88 1. 
15 ST3 

跡 12.8 5.1 4.8 
す.体部はやや内揖 Lて、外 摘 lOYR6/4 

E-I '陪 上方仁立ち上がる，n碍郎a (舛)揖でを‘す。 0.5-3_A町砂粧を青む包

凹画を馬主す。

康郎は棋い'1"らな両 ~h証す。 {円)刷毛を施す。 (内外)にぷい前置色

89 14 
15 

ST3 体 1.1.0 ，. ， ..2 
体郎はやや内内して外よ方に (外)タタキ揖障で IOYR6/4 

E-z 立ち上がる。口容部は凹面iを を晶 5_Aの砂粒争合心。

成す。

底郎は安定した曲を庇ーナ内体 (内)刷毛を施す。 {円)にぷい高岡色

16 
院はやや内i宵して.[ち上が {持)タタキ陸揖で 5YR5/1 

抽 " A-I ST 3 体 15.3 6.0 3.3 る匂口層部は外帽する凹商を を施す. (外)にぷい削色IOYR5川

Il<す。 5_ょの砂粒 石英校タ

ヤート位をftむ。

IAM;は中央が提出する。白幡 (内}刷毛桂割障でを {内外)にぷい慣色

91 1. 
16 ST3 

鉢 14.4 6.9 
部は'1'-らな而hk:す， 施す。 7.5YR6/4 

A-2 整時 {舛)タタキ怯刷毛 0.5-‘園大の砂段、15"

を摘す， t立を合む。

底部1.1高台状に突出した、'1'1.0. {内)細かい刷毛を (内ー外)明貴闘色

16 
面全~す。体部は直蝿目的に同 摘す. IOYR7/6 

92 1. 
B-I 

ST3 S本 14.1 7.5 4.2 上方に立ち上がる。口容偲1.1 {外) 揖で~施令。 5・Aの砂位.石英柱、荷t

凹商を成す。 ..砲が多く見られ 色チャ ト粧を含むh

る。

1正障は布、明暗な平岡l圃を瓜 (内)刷毛桂自慢でを (内)にぷい醐色

すq 体部は内南して舛上方に 摘す。 7.5YR5/1 

93 " 
16 

STJ 鉢 15.0 7.2 
，，-ち上がる。口幹郎1.1平らな (舛).タキを凪 (外)にぶい蹟同色

n・2 面を成す@ す。 lOYRS/4 

5_太の砂粒ー 石英粒ー;1'，

色ヂベート粒t合む。
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金地遺跡遺物観察表

温情 fig .1 
出土地再 耳慣

法量(圃)

!昆t圭
形想的精密 開E 胎土 その他

番号 .0 "。 口径 居高 胴置

鹿郎11丸Itを慮す。体院はや (内}刷毛f長世でを (内外)橿色7.5Y師16

9.' 1-1 
16 S13 

件 17.0 7.2 
や内揮して立ちょがるe 口唇 施すa 4園大白砂位、右翼段、場ミ

C'I 床面直上 廊は舛帽する面を虚L、外四 (舛)~ ~キ植樹で 色チャー ト位を含む。

にややII!!IJする. を施す。

底郎は突出した面を成す.口 {内)1'1でを施す。 (内)布、暗色IOYR6/8 外面に煤が付

16 S13 
樟簡は舛帽する面を証す. (舛)~ ~キ倍慌で (外)帽色5YR6ノ8 着する.康郎

95 14 
C-2 ..際

陣 16.0 7.5 3.7 を絡す苫 3園大町砂位、 E真純、チ に姐物園組Ji.
ヤー ト位を吉む. 舗が見 られ

トー一
る.

底館は不明瞭"平底s:威す. (内)ilJ毛植掴でを (内)聞置色7.5YR7ノ8

16 ST3 
悼餌はやや内湾して同上方ι 肱す. (舛}慣権色10YR7I8

崎 14 ‘お 16.2 8.0 2.2 立ち上がる。口哲郎はやや同 (舛)慢でを錯す。 7園大白砂段、右翼柱、赤
0-1 高床郎

傾する画を虚-t0 指咽圧艇 を倒的 チャ ト牧を古む.

る.

底酷11丸底を車す@体節はや (内)刷毛抽甑でを (内・外}にぷい歯槽色

16 
や内閣して外よ方に立ら上が 摘す。 IOYR7I4 

97 14 
0.2 

ST3 体 17.0 8.' る“日韓簡は凹面'!c庇す。 (外)掴かい刷毛t 0.5-3国大町砂私、右翼

施す。 粒 赤色チ刊ート位を宮

む.

底臨iま中央のやや押んだ安定 (内)刷毛雄副でを (内 ・外)瞳色7.5Y附 16

98 14 
16 ST3 

陣 16.6 7.5 3.7 
した面を眠 す。体師はやや内 施す。 0.5-3園大町砂担、'6Ji

E-I 哩際 渇して舛よ方に立ら上がる。 {舛)タタキを 施 粒 膏.色チャート位 を宮

口唇飽1:凹面を~す. す。 む.

底郁li丸底を成す.体院は内 (内)刷毛植皿・s(内ー舛)檀色7.5YR8/6

帽して立ちょがる.口瞳仰は を施す。 0.5-3園大町砂位、石英

qtらな薗を阜す. (舛)タタキ挫刷毛 粒.チャート段を宮v.
99 11 

初 ST3 
体 !9.0 9.0 を施す。体師上位

8-1 車面i/f.上
から口陣邸に働け

て1It!'セの檀車与が

泊される.

Ii!.鶴は丸庭をIIIす@惇MUゃ (内)梱かい刷毛を (内・舛)暗色7.5YR6/6

や内南Lて舛上方に立も上が 施寸r. 5園大町昨位、石lUl.'f 

l帥 14 
四 S13 

跡 20.2 10.2 
る。口容師は舛帽する耐を成 (外}楓でを施 し. ヤー ト粧を含む。

日-2 訓臨床郎 L.外圃にやや肥厚する。 情釧f1o債を慢す.

底郎に闘い仰lりが

見られる。

虚飾11丸底岳民す.口柄錦は (内)刷毛挫慣でを (内外)にぷい冒恒色

外帽する面t.iH.外岡にや 錨.t， IOYR7/4 

101 15 
20 ST3 

体 18.0 4.9 
やII!!IJする.皿タイプ. (外)タタキ僚出で 5園大の砂位、石聖位、チ

C-l 高床錦 を施す。底郎で“ ヤート位を古v.
いAlJ~が見 られ

る=

躍 が付 崎 す l底筒U丸底を馬主すe 体邸11内 (内)細かい車毛桂 {内ー 外)'!l帯情色5YR5/6

102 15 
20 

5T3 陣 9.6 10.5 10.0 
濁して件上方に立ら上がる. 同でを絡す. 3園大町砂位を含む巴 る

C'2 口哲郎11太〈 丸味を持って修 {舛)タタキ1量刷毛

める。湯飲みタイ プ島 キ施す。

蝿節は丸lIllを~す。 {内)刷毛を蝿睡状 {内 ー舛}にぷい置色

103 15 ST3 
鉢

[<.s] 
に権す. 10YR6ノ4

{底偶) (舛)タタキ1長岡で 4園大町砂段、'6A位を古

を施九 む。
一

底師li提出した平坦面必底 (内)1訓宅後隔でを {内 ・外)帽色

104 15 
16 

ST3 
件

[6.0J 5.0 
す.修部は内閣して舛上方に 施す。 7.5YR6/6 

E-2 (ほ錦) 立ら上がる. {舛)タタキ植陶で 0.5-2回大の砂位を宮むa

を縫す。

臓部は平ら仕面を成 す。 (内)院でを施す畠 (内 ー舛)明帽色7.5YR5/6

鉢
一郎に剛毛状工具 3園大町刷 L 石lUl.亦

105 15 ST3 
{底郎}

[5.1] 2.8 による匝IX安留め 色チャー ト粧を含む。

る.

(舛)慣でを抽す。

I主婦は丸棋を底すe 体簡は内 {内}岨かい刷毛を {内)明暗槽色町時〆6

106 15 
ST3 鉢

[7.0] 
南Lτ立ち上がる， 施すe {外)置色7.5YR6/8

中央穴 (成郁} (舛}タ タキ t瞳 0.5" 2圃大町砂粒 ・石英

す。 位を含む。

唯綿1:安定した平らな画を民 (内)刷毛挫自民でを (内外)明赤褐色

107 15 
17 

ST3 鉢
す，1本師はやや内閣して外上 摘す。 5YR5/6 

A.1 
14.6 9.4 '.3 

方に立ち上がり、ロ帽舗は魁 (外)タタキ後嗣毛 0.5-3圃大の砂粒を古v，
〈直線的tこ外上方に聞〈。 を摘す。

底慨はやや突出した丸底を旦 (内)刷毛を摘す. (円}にぷい慣帽色

す。 ~Mli内市 し て外上方に ロ揖師で11梱伎の 10YR7I4 
立ち上がる。口睡眠が短〈外 植毛目が穐るe (舛)帽色7.5YR6/6

108 15 
20 

S13 鉢 18.6 12.1 18.4 
反する。 (外)出でを施す. 0.5-3園大の砂粒・石英

0-1 亀裂が入る。ロ帽 粧を含む。

舗は帽{立の陶でを

施 L.抱噛庄IXが
姥る.

形 [ J内の駈債は現存値。
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金地遺跡遺物観察表

直鞠 lig pl. 
出土地内 器"

司、量(，・)
?和軍的特置 調整 胎土 その他

骨~~. "0 以， 日経 器商 胴tt 鹿往

11\都は拠出する。 ~描ß!;に昨 (内)刷毛挫陶 ~1ぞ {内)1開制色7.5YR5/6

20 
lt8_町円礼ゆ穿つb 口岨部 摘す。 (外 ) 1こぶいft~色

l凹 15 ().2 
ST3 

‘ 
15.0 17.0 16.4 は内t脅して内上方に~/- ち上が (外)タタ キを掩 IOYR6/.i 

る。口回都は円曲するt圃安値 す@ 0.5-3・t太町砂町、o*'
L、刻みが摘される。 段、亦色チャ ト柁を含む。

lit偲は尖り気味のA闘を1ι (内}刷毛佐植でを {内外)歯灰色2.5Y4!1

21 甑
す。J在部にi(H量5園町内孔が 施 0.5-3_)..:.の砂住石県

110 15 ST3 [12.5] 申たれてS去り 、この慣に!Ji~{ (舛)タタキを瞳 f¥i:i-合む'0

A.I (IiH~) 
1{3置の司、n;直干しか白在す す勺

ト一一
る。

山部li狭い平らな蘭今成す。 (内)帥で..施すー (内外)笹色7.5YR6/6

111 15 
ST3 

甑 [10.0] 3.4 時邸中央に直径 8_の1'1孔を (外)タタキ後刷毛 4..)..:.の砂粒、チ t ト件、
!，f"面酌上

草つ。 を施す。 七笑粒を含むp

底部は按い干らな耐を111.1"， (外)タタキを 抽 (内)筒灰色IOY刷11

112 15 
ST3 甑

[3.2] 2.4 
版部の端寄り iニ直1(:6.5.酬の す。 (外)にぷい前間色lOYR5/3

'11.際 (眠郁) 円礼を司dつ。 3_人の石英粒、昔、色チャ

ト殺を古む。

凧都lil央ぃ子らな耐を成す。 (内)刷もや摘す9 (内)曲灰色2.5Y4ノl

口同部i左前線的に割く件上方 (外)タタキ桂樹毛 (外):.~，同色2.5Y3ノ l

tニムLらょがる。口鴨掛け外剛 ~ 施す。(刷 E 日 5_λの耐粒、石-*.t:!.t:ii

113 16 ST3 '匝 11.6 15.4 13.2 2.3 する置iを唱し、外側にやや肥 li刷邸中位にのみ /10 

!甥'jる。蝿成{量に刷郎上位に 見られるか)

1.3X2.3園町蝿慢を持つ穴が

間 〈。

凪侃は九時全庇する体訴は内 (内)191もf量闘でを (内・舛)，.ぷい拓也

汚 して Lら上がる。E郎は 雄 九 2.5Y6/3 

11.1 16 
21 

ST3 世 11.3 16.0 13.0 
' ( ， 町内r~犬に IdlIIJL. r"W (外)タタ等性別壬 0.5-J_J.:..の砂純.0英

A.2 f，tUfU組的 I "': ~';: <外J方仁 止 t摘す。 粒4合む。

ち上がる。 L1f1部は外岨する

面をJιL.下hに杷l草する。

崎部li吹いT一成金I止す。ulot (内)刷毛{全世 N (内)にぷい前哩色 刷話中位以上

21 
師は組〈外反する。口唇誌は 摘す。 IOYR5/3 には憧が11府

115 16 
B.I 

ST3 車 12.0 16.2 13.8 2.5 九〈陣的、外銅にぞや層EIY:'I' (外)タタ 午後Iil:毛 (外)引陶色10YR3/2 するc

る内 を植す。 0.5-3圃Aの砂粒、石英

粒A 色チマ ト粒ヲト古むb

Ji(部1.1技ぃ1"1.正を成す 2 期部 (内)臥毛li:lIiでを (内)}夫前略色IQYR5/2

は「く」の宇壮に刷曲 L.口 ぬ L.刷邸中位以 (外)iこぶい前極色

埠郎はやや外圧して外仁方i二 トには柑姐正副が 7.5YR6/3 

21 
立ら上がる匂口智都1.1外価す 残る b 0.5-.'圃太田砂粒、石英粒

116 16 
B-2 

ST3 聾 12-' 17.7 12.9 2.4 る面を成 L.外圃にII!I￥する。 (外)タ タキを地 ，~:~tr ~ 

1--/.全に口岨揮で

111il，毛虫臨す。

(口)験毛目が蝿

る。

Jif部は技、‘平らな耐4止す。 (内)副主ぬ慣でを (内 外)1こぶい青白色

21 ST3 
撤郎11揖やかに屈曲 L、口帽 ‘す。 lOYR6/3 

117 16 
C-I 床面"'-ト

聾 11.6 18.4 13.1 2.9 部はoJ(組的に慨〈舛上方仁 主 {叫)タタキ桂1jI，も 0.5-3110).ょの砂位.石英

ら上がる。uH部U昨柑'jる 名ltすb 舵、場色チャ トねを古ι・6

両壬1，)(す。

JiE~引2袋、ー平らな而を1/i. 1 企 (内)陶でゆ摘すb (内):1'，飴色J(IYR3/2

sτ3 
間部は櫨やかに曲がり .U悼 口同::r;は刷毛目を (舛)¥こぶい貰陶色IOYR5/-i

118 16 
唖瞭

聖 12.0 17.1 13.0 2.6 自iは直跡的に件上方に ，rらl 姥す。 o.s-.，_人;の砂n.百笑

がる。口'61itはやや内帽する (件}タタキをぬ 粒.靖、色チャー ト犯を含むe

面をIG.すb j'o 

底部Li:)LI1.tを成すー口岡部は (内)刷毛{表向、で奇 (内外)にぶい栂色

f~ 抽的に外上 !i に ι ち上が 織す。 7.5YR5/4 

119 16 
24 

ST3 壷 13.0 21.5 14.9 
る， u 層部は外岨 1る而をI/i. (外)タタキ陣幅削毛 0.5-6田太町砂粒盲 o*'

A-l L、外聞にやや肥19する。 を肱す。 民脅-;>;む。

(U)砂l毛目が開

る。

民部11挫い干らなl而-¥-k記す 。 (内)刷℃怯胞で壬 l内.9¥)恒色7.5YR6/6

期部は'(，円"状に刷曲 L、 司、ーも “ 0.2- 5_，J.:..の砂粒、石晃

】却 16 
24 

ST3 目民 13.6 19.'/ 3.5 
U~~は ib組問 iご外 l 右に ーは (外)タタキi表闘で ，~ . 功、色チャ ー ト粒を肯台、

A-2 
15.4 

らトがる"口碑郎1.1件闘する を摘す占

両tk主L、外側に肥1'1するσ (U)副 主目が同

るq

"'都I':!央い予)i(をI/i.す。閣部 (内)刷も法自陣でを (内・舛}白色IOYR6/8 則自~，þ位と 口

2.J ST3 
は睡そかに曲がり、口師dG¥i 抽すa 0.5-8_.太田帥ね石英 同郎に憧町村

121 16 
8.1 床面直上

聖 14.0 ¥9.6 1.1.6 2.7 if(雌的に外 t方仁 立<，上が (外)タタキ H・段、み色チャ ートね..事 〈 着が醐軒。

るー口昭郎は九 〈陣め、外調 す。 告む，

にやや肥単する。

lili'.tは '(，的'，'駄に曲が勾. (内)砲でを施す。 (円・外)制灰色IOYR.lf1 外耐の嗣郎中

122 16 
2< 

ST3 聖 11.0 [17.0] 
4・輔的仁外上方に ，P，Iが U樟臨は繍t立の刷 2_人の砂ね、o*，'H古 位以上に堪が

B-2 
15.3 

る . 口fi. ß~は外向。「る而'"瓦 色白を f~す。 むA 付着する。

す， (外}タタ d与を鎗

す。

員長[ ]円の世酬は残存他。
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金地遺跡遺物観察表

直鞠 ". F同
出土地内 器岨

法量{開)
形態的特圃 調整 '白土 丁その他

畳世 no 刻。 口径 嵩高 制11 時世

口陣部はやや舛反して舛上方 (内)刷毛措織でを (内・舛)にぷい恒色

に立ち上がる. 摘すι 口岨侃では 7.5YR6ノ4

ljI;毛目を碇 0.5-3_ょの砂段、百i失

123 16 
24 ST3 

豊 13.0 (15.0( 17.4 
{舛}タタキI長副主 民.赤色チt ト.n~青む.

C-I 聖際 ~摘す ， 口輔都で

は術姻による侮で

を施L匂圧艇を情

める内

知郎1:r < j円'，:1):に曲がり、 (内}日目屯陸自闘でを (内ー舛)にぷい前置色

口輔悔は直蝿的に外上方にι絡す。 lOYR6/4 

124 16 ST3 豊 13.0 (12.0) 14.8 ちtがる.口碑院は件闘する (舛}タ タ キ や 鰍 0.5-3.-:大の砂舵.百'"

両を畦す。 L. M;分的に闘で 段、;¥，色 J--t-- t位を古むe

手摘すの

成郎1;不明聞作事)i~~~:.t " (内)刷毛1量償 ~t (内・外)にぷい曲笹色

到郎は r(，向7状に曲がり、 施すs IOYR6/3 

125 17 
24 

ST3 豊 12.6 20.0 15.1 2.5 
口同部11梗〈外庇して外上方 (外)タタキi主凪毛 3_kの砂智、石英町を青

C-2 に立ち上がる u 口智院は外岡 を施サ b "0 
する両を出し、下方に杷'9-r(口)IjjJ'B目が鴫

るc る。

I~M;は狭い F らな闘を...す 。 {内)刷毛掩仰で4レ (内外)笹色5YR6/6 刷郎中位に樺

預郎は『 く ， の~ì・ 11< 1こ曲がり。 摘す。 1-6圃 kの砂股_611;1'， が付騰する，

126 17 
24 

ST3 量 13.0 22.4 15.8 3.0 
</(組的に叫上方に 立ち上が t舛)タタキ惟IiIJ'f. 令官む.

D-I る。口管障は外帽するl舗を成 'u‘す@
L、外聞に'(>'(>II!!帽する号 (U)刷 毛目が蝿

る。

成都はィ、111町令棋ぃ~'IJ~を成 (内)11でを摘す. (内)lI!l!l色7.SYR7/8

to口増都は外圧して外上方 口容院では柵位向 {叫)にぷい貰但色

に立ち上がる。日明描11件同 刷主 目が見ら れ IOYR;;/4 

24 
する面を出 L.舛'"にやや肥 る. 1-4回大伺砂粒、石算段、

127 17 
D-2 

ST3 ~ 14.4 却 Z 15.1 2.5 1-'1:する。 {舛)タタキ怯刷毛 必.色-~ャ トf立を合むe

t摘す A 口帽ilIIに

は{附訓ιよる?) 

rt血令官lめる。

(口)1・でを植すι

朗描lJ.f<J的.，私じ曲がり、 (内)刷毛怯"でを (内)必 同色5YR.I/6

口師範は直線的に件上方lこ立 摘すe (叫)褐灰色5YRtノl

ち上がる ω 口恒郎1;外向する l外)タタキ惜刷毛 0.5-3...kの砂粒、石'"

128 17 
22 ST3 

~ (23.31 17.8 
面を佐し、外側にやや配時す を植す。U崎部で !H合むc

C-2 床両市上
15.0 

ゐr 1.1桂に仰でを掩

す.

(口)刷毛日企留め

る。

政ÒJ;は ;IE\< ・耐をほす。 口組S~ (内)粗い刷毛他自民 (内 外)にぶい蹟股色 刷邸中位叫上

はやや外反し て舛上方に立ら ，.s，摘す& lOVR7I<4 1こ躍が付着

129 17 
22 ST3 

聾 15.0 22.5 18.0 .1.2 
上がる‘口H部は舛闘する而 t舛}タタキ植刷毛 0.5-8.， )にの砂粒 釘英 する@

C-3 床l銅直上 争此L、外聞にやや肥厚する。 "抽タ。 駐を含む， 刷続下(立は &

向割高がML
，・b

口組部1;叫圧して外上Jりに.. z (内)刷毛{量同 Fを (内}にぷい暫色7.5YR7/4 11偲中位以上

ら 1"かる 向 口ft~は九 〈 降め 施す。 (~~) iU唖色 IOY闘ノ4 に燥が付漏

130 17 ST3 .. 14.6 12S.01 18.0 る" (舛)タ タキ~摘 0.5-3個 人;の砂粒・石英 するe

す。 乾 ・タl' 色 -~ャ ト粒を合

(口)備i主的酬い刷 む。

毛を留める。

JiE. fitは県い干 Ji~+-" 成す ， :/lr:. (内}刷毛陳情 N: (内 外)笹色7.5YR6/6

11睡やかじ曲がり、 口幅郎1.1 摘す. 0.5-9園大町砂組、石英

17 
23 ST3 

lI! 2.1.7 20.2 3.0 
外圧して外 t方に立ち上が (外)タタキi量刷毛 純、亦色ヂャー ト位を古ι'0

131 
A-I 中央穴

17.6 
る。口H師111<.(陪める。 s，也t•• 

(口)l¥tI:服悼のII
嵐会留めるふ

h支部1.1狭い干眠を"，'r.責1必 {内}刷毛後闘で金 (内 外)明Ul色IQYR6/6 刷1It:<t-位以 t
tt r < J山守:且に曲が旬、 u 摘す011陣郎で1.1 $柚太田昨位、 H失純金古 に揮が付晶す

Nt.LI.I件反 vr.n.J万に。己 蝿 かい刷毛目. f.t. る。

132 17 
23 ST3 

~ 17.0 25.2 19，2 4.2 
ち上がる，口界都11外闘する {外)タタキ植刷毛

八一2 中央穴 耐を成 L.外側にやや杷M令 4紘す，口碍，，'C-
るの は圃かい刷'B目巴

(口)掴かい帆毛を

植す。

成部は棋"'I'.H:，止す。円帽 (内}刷毛8・植す 。 {いi)耐匹色IOYR5/1

23 
ot:は外反して立九上がる。n l舛}タタキt量主ι (舛)~III働色7.5Y R7/6

133 18 
A-3 

STJ lI! 16.8 25.2 20.0 2.0 日高Eは'"ιから内側する両や 刷も金泳 L.口柑 3酬 kの砂舵白石具11..劫.
臨し、下方にやや杷即する。 &tではi長に抽 cを 色チ守ート 位金古ι.，

催す。

話器( )内円舞色町は間存倹，
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金地遺跡遺物観察表

遺骨 ';" PI 出土.)内 昌偉
法量{圃)

脅2車問特債 調車 胎土 その他
骨骨 "0 "。 口径 器商 刷佳 bt径

斑邸は不明暗〈量挙成を直す。 {内} 刷毛憧臨~>$: (内舛)にぶい貴闘色 刷邸中位に!l

鋼邸は櫨やかに畠がり .口陣 摘す6 口WilIIでは IOYR4I3 がH請する。

舗はi/(1Ii的に円上方に立%上 制"回全略す。 0.5-6_J.:.の砂柱、 石*-

23 
がる.口討偲u外岨する耐を (舛}タタキ後刷毛 位、券色チそ ト位f古むc

134 18 ST3 聾 15.1 27.0 20.4 4.2 庇 L.外側に肥即するu を主に摘すが.口
B-I 

睡眠では桂樹でを

施す白

(口)刷毛目を残

庇e1Ili丸慌を成す。酬怖は中 (内)刷毛惟楓でを (内外)にぷい曲慣色

f.t .~最よ径を持九時Eを成 抽L lOYR7ノ4

18 
23 

ST3 直 12.6 23.4 20.8 
fo口帽部は政・極的に外上方 (外)タタキ憧刷毛 0.5-3_止の砂桂も 4.

135 
日-2 に )'i. ~上がる 。 口層部は外剛 を植す， よ白石英組、昔、色チャー卜

する画を成す。 (日)繍r.tの侮でを I:l:を含む R

植す，

Jif;侃は布、明聞な平成を成す。 (円)刷毛挫闘でを (内 ー舛)置色7.5Y町/4

23 ST3 
制低は正意形金正すz 体却は内 "ψ. 0.5-6申J.:.の砂U.石英

IJ6 18 
"'~穴

豊 ).1.4 21.5 18.3 閉 し て ~'L ~上がる。口智植は (外)刷飢でタタヰ t~ .萌:色，守 ト粒t合1;.
0-3 

内同すゐliiをl正す， 全施L、剤師以上

で刷邑を鐘す.

顕郡lJ.r(Jのnえに閥曲 L、 (内)刷毛t量惜守を {内)促色7.5YR7ノ6

137 18 
23 ST3 

聖 17.6 [25.0] 21.6 
口悼簡は自・極的に外上方に は 瞳 (外)にぷい貰置色IOYR5/3

C.I 命1.11郎 r，上がる』口哲郎は外聞する (外)タタキ後嗣毛 0.5-6阻止の件靴、石英

而を底すM を瞳す。 粒、油、色チャ ト牧を古u.

Ji'i.院は技い司Z!J¥を臨す。 F輪部 (内)刷毛碓揖でを (内丹)にぷい員暦色 刷郎中位以上

jj r < Jの ド拡に曲が旬、 [J 摘すφ lOYR6/4 には堪がH府

23 ST3 
20.0 

帽邸は件反する， 日特郎は舛 (外)タタキ怯刷毛 0.5-6圃J.:.の砂位、石英 する供
138 18 

C-2 中央穴
豊 15.0 29.3 3.0 

帽する而をJi.ψ， を施 位争肯心。

{口)嗣 毛目が時

る。

底思は輯い'1'.らな面を成す。 {内)刷毛i愛情 .~o {内)にぷい樟色7.5YR7/4

25 ST3 
口帽郎は前躍的仁丹上方に立 [外)タタキ後刷 (外)慣色7.5Y町/6

139 19 
0-1 同ド~穴

直 14.6 33.7 26.1 3.2 ら上がる。口輔百五は舛削する モ。口H郁では副 3_).:町砂位、石英位、，¥，

而ル成す。 毛。 色チ守 ト位全f奇心。

rU)柵('Lの刷毛。

頭岱は'(，の字l!<に屈曲 し、 (内)刷毛を施す。 (内)仁ぷい前額色 憧が付珊す

口幅郵liiU・極的に外上方仁 ~;L (外)タタキ t施 lOYR7/4 ゐ&

140 19 ST3 聖 14.8 [7.0] 
ら上がる 口哲郎11外岨する すE 日曜帽では佐 (外)1こぶい曲恒色

面会此し、外圃に1I!l'f.守る。 に権でを施 lOYR7/3 

(口)術閉庄般を耐 0.5-2圃止の砂粒ー石A
める。 粒..:奇む。

期郁，3:r < Jの寸杭に闘が 1)、 (内)副主f量闘でを (内・外)にぷい前哩色 刷偲上位から

口剛悔はやや外反して件上方 柚 h IOYR7/.1 日制偲にかけ

I<I 】9
ST3 

聖 11.0 [9.0] に立ち上がる@口悼郁は外岡 {舛)刷E全摘す。 5由大町砂粒、石英1..jj て置が付荊す
車両前上

，るl面を成L.外聞にやや里 色ヲ々 ト粒4ト合む. る。

l￥eるd

/ 

'Ildl;U'く』町'i't犬に曲がり. (内)刷毛佳自白でを 臼勾)1:.1:ぃ師同色IOYR7/3 外lliの胴邸中

口棺郎は外反して外 t方tこ:.!. 捕 し.口帽植では (昨)にぷい倹聞色IOYR6川 位以上U輔揖

九Fがるe 口層偲1.1外帽する 刷 巴目が蝿るー O.~- 3_J.:.町砂段、面!!: に1をまで燥が

21 ST3 
画全庇 L、外圃iこ肥PIする。 (外}タタキ S:I‘粒を荷台。 付昌する。

142 19 
C.2 高車部

聖 15.0 [11.0] 19.6 l.. i灸にulot晶で

111甘酒による押き

えS:施す砂

(口)刷毛目 が 残

るr

岡部11不明瞭な狭い干庇全成 (内)刷毛陸揮でを (内ー外)明品、樹色

す。剤師lir < Jの』状に飢 施し、既郎では術 5YRS/6 

が 1)、口融郎はやや外圧して 姻圧債を倒的る。 5圃λの砂位、石英駐、劫i

25 
舛上方に生ら上がる。口軒郎 (叫)タタキ&刷毛 色チベ ト粧を骨むe

143 19 ST3 豊 16.2 27.8 勾 2 6.0 は舛帽する面h瓦し、タ1側に t施す。口組部で
"・2

やや肥厚する。 は陶でが叫られ

る。

(口)嗣 E目が時

る.

成舗は狭いよ子らなl面安婦‘す“ (内)抱でを摘す@ (内外)明亦掛也

144 19 
ST3 

聾 [18.3J 26.0 4.5 
刷郎は湾奇苦4レ抽IIIJする。 (外)タタキi長働で 5YR5J6 

高床郁 を施す。 0.5-3田人白砂舵.石其

位、油、色ヂ司 ト粧を荷台』

'i<o郎は挟ぃ'l'らな商を成す. (内)粗い刷毛陸自陣 (内)仁ぷい褐色7.5YR5/4 刷郎中位に聾

145 20 ST3 
聖

[8.5J 2.6 
で争晶す (外)同色7.5YR4/3 がrH守する。

(底郎) (外)タタキ後刷毛 5_}...:の砂牧を青む。

合組す，

成郷は中央の突出した不安定 (内)刷毛怯揖でを (内)に..1:ぃ前揖色 酬綿中位に楳

な面を庇唱. 摘す。 IOYR7/3 が付治する。

146 却
】8 5T3 

聖 (12.61 3.4 
(再)タタキを施一Y馴|B.2 中央穴 す。部分的に置肱 0.5-4圃人的時純、6*，
lJ!.1二よる旺伎を 位、高色チ吋ート住金合むe

留める.

※[ 1内の監植は間存1tI.
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金地遺跡遺物観察表

遺物 f，. pl 
出1地虻 E岨

法量(，・)
形態的特置 同輩 胎土 その他

番号 "' No 口径 器百耳 調t呈 車t量
底部は快い平らな面を且すs (内)陶でを施すe (内)禍匝色7.5Y4/1

147 20 
18 ST3 聖

(8.5) 3.0 
(外)タタキ植刷毛 (外)1.:'"ぃ担色7.5YR6/4

C干i 高床臨 (鹿陣} を施す‘ 0.5-3回大の砂位、石英

位を官心。

底院は鞭い平らな面を車すに {内)酬でを施L、 {内}暗灰慣色2.5Y4/2 部に揮が付

18 
術開庄O(を留め (舛)灰褐色7.5YRV2 府する。

148 20 
C.2 

ST3 
聖 |

(13.0) 2.4 る。 0.5-5園大の砂粒を古む。

(舛)タタ キ憤刷毛

~施寸。

成郎は棋い平聴を底する (内)脱毛植障でを {内・外)に..:ぃ貧帽色

22 
直 (17.3) 3.6 

施す。 IDYR6/3 

8-2 
ST3 

(舛)タタキを施 0.5-2:l1li大町砂位を含む'.

す。

1主観は使い平らな面~証一九 (内)鹿毛世情でを {内}にぷいA'I!!色

施す。 IDYR7/3 

150 20 
18 ST3 .. 

[13.4) 3.0 
(舛)タタキ碓刷毛 (舛)にぷい貰唖色

0-1 中央穴 (晦師) を施す岳 lOYR6/4 

0.5-3園大町砂位、li1<

位.串色チャ ト位を含む.

眠簡は中央のやや提出した面 (内)匝毛憧胸、でを {内外)iこぶい赤褐色

151 20 
22 ST3 

聖 [22.0J 17.9 2.3 
を庇す。頭部は楓やかに曲が 施す。 5YRS/3 

8-3 床面直上 る。 (外)タタキを摘 ;，・大町砂位、 li1<位、 4、
.t， 色チ守 ト粧を官む。

I~~闘は拙い平成を虚す匂 (内} 揮~>!O施寸 。 {内}にぷい貴瞳色IOYR7ノ3

152 20 
23 

ST3 里 [20.2J 19.3 3.0 
(外)タタキを施 (外}にぷい債瞳色luYR712

C-3 t， 0.5-3園大町砂位、石蔓

位、赤色テャ ト肢を古む.

底簡は不明暗で中央部がやや (内)凪毛挫揖でを (内外)にぷい鍵植色

提出する。頭部は r<，町平 施すー lOYR7/3 

153 2D 
25 

ST3 .. (22.2) 26.8 3.1 
杭に曲がる。 (舛)タタキ後刷毛 0.5-4園大町砂位、石蔓

'¥-1 ル施す。嗣師下位 位、赤色チャート位を古I.J。

に量状車体の圧痢

牟留める。

暗部は狭い平らな面を戚-1。 (内)刷 E植揖でを (内外)置色7.5Y岡崎

口縁部11外圧 して件上方仁立 S主寸也口障問で11 日圃大町砂位、石舞位、治、

lG4 21 
25 

ST3 預 18.4 29.5 22.5 2.8 
九上がる 口唇邸11外聞する 刷毛が烈る。 色チャ ート，宣告官む。

C-I 面を直すF (外)タタキf量破L毛

を施

(口)慣{主的損で。

口組部は件反して立ち上が (内)il)毛槍惜て?を (内)同明色10YR6/1

るq 口唇簡は外帽する面を虚 施-t。刷綿上位 P (外)迎.担色10YRB/3

す 11指顕圧伎が開 0.5-3園大町砂位、石蔓

25 ST3 
る三 世、jf，色チャート位を古l.Jo

155 21 
C-2 床面直上

唖 16.7 [32.5I 29.2 (外)タタキ挫刷毛

全地す。胸部上位

と口雄部では車嶋

きや推す。

(口)機位の帽での

口雄簡は外反して外上方に立 (内)且l毛峰憎でを (内)賞罰色叩Y岡崎

ち上がる 3 口唇郎11外聞する 雄 (外)極色5YR7I8

156 21 
18 

ST3 
jl 

22.8 [9.0) 
面~且 (外)刷毛陣拘?を 0.5-3回大の砂粒・ 石葺

0-2 (口陣) 施す。 組・赤色チ弓ート粒を合

(口)姐い慣1かの抽 むc

Pを施す。

口柑邸11舛反して外上方に立 {内)凪毛袖唐品を (内)波賀橿色7.5Y岡 崎

ち上がる。口碑部はほぼ班立 施すe 損柿に拘輔 (舛)恒色7.5Y"7/6

18 査
する薗を>tL、下方に肥厚す 圧艇を姐める。 0.5-5聞大の砂鈍・ 石英

157 21 ST3 22.6 (8.61 る。 (外lil.毛1金唱さを 牧 場『、色チベート胞を古
E-I (ロ陣)

施すe むs

(口)柵位の抽 かを

施すー

I在師f1棋い平斑'!:底す。 (内)融毛後陶ぜを (内)慣庚色2.5Y4/1

158 21 
21 

ST3 
型量

[11.0J 1.0 
摘す。 (舛)慣樟色7.5YR7/8。1 (1占師) (舛)タタキ後刷毛 5，・づたの砂祉を古む@

ル植す。

底院は丸底を成す。胸部町中 (内)匝毛植陶でを (内}にぷい燭色1.5Y前川

159 21 
18 ST3 

世 (12.0) 15. ! 
位が舛闘に恒り出すE 施す。 (舛)にぷい補色7.SYRS/4

E-2 明度際 [舛)タタキ樟刷毛 3 園大町骨位、 石英舵~古

~範 む.

内部は輯い平成~成す。 胸部 (内)幡かい刷毛植 (内ー舛)!こぶし、褐色

160 21 
25 ST3 宣

[22.8) 29.0 5.0 
11草形を指向する。 開でを紘一守一 7.5YR5/4 

A-3 床幽直上 {底部) (舛)タタキ後刷毛 4園大の骨位.石英投タ

を肱す。 .，.-，粧を古むe

161 22 
ST3 

台石
全員 全幅 全理 重量 時正.'.

床面直上 38.6 31.8 10.5 20.5ill 

療[ J内の艶慣は間存情.
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金地遺跡遺物観察表

遺物 1・R .1 
出土地自 骨量極

;r.量(伺)
;f<l'的特由 凋聖 胎土 その他

書号 .0 Nu 口径 m.; 刷径 可E径
(夕、}タタキ を措 (内)暗網島色7.5YR3/3

162 22 ST3 
支質 全員 金・a t，部分的に陶で 1.'1.'大の砂粒合古む。

(支部}[1O.3J [3.8) を婚し.圧艇を留

める.

163 22 ST3 鉄甑
生直 全幅 金1事 直量 ギï j!践で掴鯨1 :大I~，

[3.8J [6.0) [0.4) ~-~ 
台部lHf{二、母骨か ら矢t闘す (内)刷毛を植す， I (内 外)にぷい禍色

る、体郎I!やや内海 して外」二 ロ雌偲I!慣伎の憎 7.5YR5/4 

16' 24 
17 

ST4 台付鉢 9.0 [1.5) 
方に立ち上がる。口輔悦1>太 でe 4園大町砂位、石英位、湾、

r、-2 〈丸味を持って惜める。 (外)タタキ桂昌，毛 色チ ペート粒を古むs

を雄九口柑部は

禍t立の慢で. 

. ¥I部はややとたった九点を 成 (内j 刷毛抽出 r~ (内外)崎両色10YR3/3

165 2' 
17 

ST4 鉢 10.0 7.1 
タむ l~部Ii 内海し て立ちょが 施 0.5-2回大の砂位、石英

s-l る。口同部u凹面を直す。 (外)タタキを縄 砲、暗ミ色チ守 ート位を含む。

ト一一
r。

高師 11~失い平 らな面 を成すE (内)堤ぃ，，;毛抽陶 (内外IIt楢色2.5YR5/4

166 2. 
17 

514 鉢 11.5 6.6 1.3 
体部11内海 I_-Cv.ち上がるe でを施す匂 0.5-3園町砂粒を含む。

8-2 口唇部は団施を成すb げ1Iタタキを施

-1' ， 
睦郎IJ不明開企画全車九体 (内)口悼耐に帽か (内 外)褐色7.5YR4.ノ4

17 
部1>内冷して外よ方に立%上 な刷毛.悼舵に割 2口大町砂投. li ~位、 班、

167 2.' 
C-I 

ST4 件 11.0 7.0 2.' がる。口唇部は凹面を}止す。 ぃ副毛を施す。 色チャート粒を吉台。

(911タタキf愛用で

を施す。

ii!討はやや提出した甜を成 (内)刷毛後開でを (門・外)に."い赤禍色

168 24 
17 

5T4 鉢 12.3 6.3 3.0 
すa 体，.，は内海Lて件上方1: 施す。 5YR4/4 

C-2 立九上がるQ 口容簡は凹幽を (外)タタキf長岡 P 0.::'-21'.E犬同砂粒を古む。
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